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明

の

經
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開

發

論
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明

か

に

德

川

時

代

Q

經
濟
思
想
史
中
"
最
も
進
取
的
■

論
で
あ
り
、
殊H

寬
政
時
代
に
あ
つ
て
特
與 

な
^
往
と
ーK

は
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
そ
の
以
前
寶
曆
明
和
頃
の
社
#
情
勢
か
ら
見
る
時
は
、
こ
の
種
の
歐
化
主
義
者
を
坐
む 

こ
と
は
、
'ぞ
れ
ほ
ど
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。
彼
の
議
論
が
唯
に
西
洋
知
識
に
基
づ
く
ば
か
り
で
な
く
、
一
者
し
く
合
理
的
な
.點
に
お 

.
ゐ
て
特
徵
が
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
依
然
と
し
て
武
士
本
位Q

立
場y

あ
.る
こ
と
は
、
彼
も
亦
時
代Q

兒
た
る
所
以
を
示
す
こ
と
に 

な
る
で
I

う
。
. 
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達
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先
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1

郎
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ニ
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-
.

經
濟
價
値
の
概
念
に
は
自
ri
l
交
易
の
下
に
於
け
る
事
實
上
の
價
格
形
成
に
ょ
っ
て
測
定
せ
ら
る
X
一
 

物
件
の
性
質
浩
し
く
は
屬
性
と
、 

社
會
政
f

關
す
f

 Q
i
Q

 
二
者
が
存
す
る
。
ア
ダ
ム
.K

 

5

及
び
杏
典
學
派Q

顏
學
說
は
價
格
經
濟Q

科
學
的
分
析
と
自
出 

主
義
の
實
現
を
企
圖
す
る
政
治
的
傅
道
と
の
混
合
物
で
あ
る
。

：

.

ス
ミ
ス
は
.
使
，用
に
際
し
て
最
大
な
る
價
値
を
？

る
諸
物
が
屢
.々

交
換
に際
し
て
殆
ん
ど
何
等
の價
値
を
も
有
す
る
こ
と
な
く
、 

而
し
て
之
れ
に
反
し
、
交
換
に
際
し
て
最
大
な
る
價
値
を
有
す
る
も
の
が
-
往

々

使

用

に

際

し

.て
殆
ん
ど
何
等
の
價
直
を
も
有
せ
ざ
る 

こ
と
I

の

囊

に

■

て
價
格
の
原
因
と
し
て
使
用
價
値
ノ
即

ち

效用
を
排
除
し
た
。
而
し
て
彼

れ
は
先
づ
一
般
經
濟
生
活
の
複
雜 

な
る
事
情
か
ら
抽
象
し
て
、
單
純
、
原
始
、
自
然Q

狀
態
に
自
己
を
限
定
し
、
這
般
の
狀
態
に
在
っ
て
價
値
を
發
生
せ
し
む
る
も
の
が 

浓
十
九
世
紀
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馨
囊
學
說
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證
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穿
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I
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、
書

I

物

篇
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f

、
そ
が
彼
れ
を
し
I

入
し
艺
く
は
i

す
る
I

せ
し
む
る
雲 

パ
定
量
U
等
し
1

で
I

。
勞
働
は
あ
ら
ゆ
悬
I

變

眞
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度
I
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忘

6
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ス
ミ
ス
は
又
、
彼
れ
が
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に
於
い
て
看
出
せ
る
が
儘
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す
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.

あ
ら
ゆ
る
魯
の
價&
は
變
是
れ
等
三
部
分
の
或
る
孰
れ
か
の

L

若
し
く
は
總
ベ.て
に
歸
屬
す
る
、
而
し
て

馨

I

て
は
、
5

璧

部

f

 

I

相
違
は
I

、
靈
分
と
し
て
大
I

I

價

す

い
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あ
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n
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而
し
て
ス
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ス
は
遂
に
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れ
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と
I

支
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と
の
間
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す
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こ
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し
て
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に
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.し
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な
る
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へ
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る
。
 

f

 .

i
リ
f

ド
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ァ
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不
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全

な

る

繁

明

f

ら
し
め
、

I

 

月
は
4

價
蓄
规
制
す
f

の
と
做
す
の
理
論
を
證
せ
し
め
て
、
ス
ミ
ス
の
體
系
に
一
致
I

 
一
 

i

得
せ
し
め
ん
と
し
^

而

L
て
^

^
に
於
いて
^

#
费
^
:の
定
量
か
貨
#
の
交
換
價
値
を
決
定
す
る
と

做
す
の
說
は
彼
れ
の
直
接
後
繼

者
に
ょ
つ
て

 

一
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刺
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ら
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こ
と
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0
0

 

旬
に
、
諸
貨
#J
の
交 

換
價
仙
は
其Q

中
にK
さ
れ
た
勞
働

の

蹇

に
ょ
って
決
觉

せ
ら
？

と
做
す
も
の
は
、

y

 

^

1

K

才
學
派
の
根
本
原
理
た
f

の
で 

あ
っ
た
。

ニ

寊
際
泰
上
無
數
の
例
外
に
遭
遇
す
る
に
拘
ら
ず
、
あ
ら

妙
る
收
入
形
態
は
之
れ
を
受
く
る
#
が
自
ら

一
定Q

努
力
を
行
へ
る
の
事 

實
に
依
つ
て
^:
^
せ
ら
る

可
き
も
の
で
あ
る
と

云
ふ
感
情
は
可
な
り
に
深
く
吾
人
の

倫
理
性
中
に
根
差
せ
る
所
の
も
の
で
あ
り
、

^
し 

て
あ
ら
ゆ
る
價
値
蓊
し
く
は
少
く
と
も
あ
ら
ゅ
る
經
濟
的
所
得
の
茶
礎
は
烺
ら
く
勞
働
蒞
し
く
は
犧
牲
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
灵
ふ
偷 

Il
i
的
原
則
は
、
縱
令
ひ
、
必
ず
し
.も
確
乎
た
る
根
據
を
有
す
る
も
.

Q

で
は
な
い
^
し
ろ
？尙
ほ
決
し
て
擁
護
不
可
能
な
る
も

の

.
で
は
な
い
。

.

然
し
な
が
ら
、
自S

交
易
の
下
に
於
い
て
は
、
價
格
は
事
實
费
さ
れ
た
る
勞
働
若
し
く
は
犠
牲
に
ょ
つ
て
決
定
せ
ら
れ
若
し
く
は
之
ん 

に

適

應

す

る

の

傾

向

が

あ

る
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一

K

ふ
實
證
科
學
的
學
說
は
、
現
代
社
#
に
於
い
_て
ニ
般
に
行
.は

る

、
生

產

の

條

件

.に

照

し

て

斷

じ

て

疋 

確
な
り
と
は
認
め
得
ざ
f

の
が
あ
る
。
而
も
勞
働
價
値
說
は
馨
主
義
的
經
濟
麗

を
霞

す

る

者Q

間
に
地
步
を
古
め
、
彼
れ
等 

の
主
張
に
對
し
て
科
學
的
義
を
與
ふ
f

Q
と
爲
つ
た
。
彼
れ
等
は
勞
働
費
價
値
學
說
を
«'
學

的

是

認
を
以
っ
て
反
復
す
f

共 

に
之
れ
に
結
合
す

る
に
、
價
値
を
，創
造
す
る
勞
働
者
が
其
'の
創
造
せ
る
價
値
を
騙
取
せ
.ら
る〜

.と
做
す
の
理
論
を
以
つ
て
し
た
。
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ト
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値
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然
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檩
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カ
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國
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限
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效
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先
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ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
而
し
て
這
.般
の
原
則
を
直
ち
に
實
行
せ
し
む
，る
は
蕃
し
く
有
利
で
あ
り
、
又
、
今
や
絕
對
の
必
要
と
爲
つ
た
の 

で
あ 

I
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Q
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e
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e
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D
i
s
t
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a
n
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e
m
o
v
l
a
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l
s
c
o
l
t
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b
y

 giving 
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employment, 

to 
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n
d
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o
r
k
i
n
g

 classes; under 

a
r
r
l
l
n
t
s

 
w
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I
 es

s
e
n
l
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i
m
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r
o
v
e
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character, 

a
n
d
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condition; 

diminish the 

expenses 

0
1
 

production 

a
nd consumption, 

I
 create markets 

co-extensive with 

production, 

I
S
2
r
p
.

 

6 

ノo

辟
じ
く
ー
ザ
八
百
ニ
十
一
介
に
出
版
せ
ら
れ
た
廣
名
氏
の
書T

h
e

 

S
o
u
r
c
e

敦

R
e
m
e
d
y

 

of 

the 

National 

D
s
o
l
x
t
i
e
s 

deduced 

f
r
o
m

 

Principles 

of.Political 

E
s
n
i
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in a 

Letter 
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1
 

John. R
i
e
l
L

 

は
あ
ら
ゆ
る
財
貨
の
價
値
を
以
つ

て
勞
働
I

V
も
の
と
觀
た
o J

 

S

S

其
の
保
得
せ
ら
れ
た
る
勞
働
、
若
し
く
は
寧
ろ
其
の
保
存
せ
ら
れ
た
る
.餘
剩
勞
働
、
即
ち

之
れ
が
平
常
且
つ
必
要
な
る
消
費
を
超
過
せ
る
.勞
働
よ
り
成
る
。
'即
ち
餘
剩
勞
働
は
寧
ら
自
己
及
び
家
族
の
維
持
及
び
享

樂

に

充

當

せ

ら
る
、
所3

も
の
を
超
過
せ
る
個

人

の

鬆

S

ベ
て
を
意
味
す
る
。
斯
く
の
如
き
勞
働
が
即
ち
蒙
で
あ
る
。「

保
？

ら
れ
た
る
餘

剩
露
が
資
本
で
t

」

。(ibid., 

p. 

3
0
。

震

Q
餘
剩
雲
は
之
れ
$
:
ぜ
し
め
た
翁
に
よ
つ
て
所
有
せ
ら
れ
ず
し
て
、
零

密
ヵ
之
れ
を
_

」

め
つ
、
t

間
に
彼
れ
に
._

品
を
許
與
せ
翁
に
よ
つ
て
所
有
せ
ら
る
ふ
故
に
、
資
本
は
其
Q
_

君
よ
り 

{
#

は
れ
^
る
餘
剩
勞
働
で
あ
る
o (
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i
d
.
, 

p. 

6
0
0
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ー
ヴ
ン
ス
ト
ー
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F
i
e
r
c
J

^
§
自
5
ミ
b)

も
亦
、
等
し
く
勞
働
價
値
說
に
立
脚
し
て
、
地
代
若
し
く
は
利
潤
に
衣
食
す
る
懶
惰
者 

を
以
つ
て
努
竹
者
の
義
收
益
に
生
活
す
る
も
の
と
做
し
た
。(
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資
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勞
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造
物
で
あ
り
、
保
#
せ
ら
れ
た
る
勞
働
集
植
の
結
果
で
あ
るo:(Ravenstone,, T

h
o
u
g
h
t
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F
u
n
d
i
n
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§
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1
S
2
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3
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F
e
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Doubts, 
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c
i
r

p. 

294
.
)。

資
本
は
單
に
交
換
の
用
具
に
過
ざ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
新

た
な
る
勞
働
に
對
し
て
保
#
せ
ら
れ
：た
る
勞
働
を
交
換
す
る
。
價
値
の
唯
一
の
衆
源
は
生
產
的
勞
働
、
特
に
必
要
品
に
使
用
せ
ら
れ
た 

勞
働
で
あ
る
。(ibid., 

p. 

3
5
2
.
)
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ホ
ッ
デ
ス
キ
ン

(

H
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c

i
 ffiagskin)

も
同
じ
く 

•貨
物
の
相
對
的
價
値
を
決
定
す
る
準
則
を
以
つ
て
、.

是
れ
等
の
も
の
を
坐
產 

す
る
に
耍
す
る
勞
働
量
の
外
に
存
す
芯
こ
^
な
く
、
又
、
.存
し
得
る
こ
と
能
は
ず
と
主
張
す
るo 

|

牧
の
上
衣
、

一
足
の
靴
蒞
し
く
は 

!

视
の
毅
跑
の
眞
價
格
、換
言
す
れ
ば
、人
間
が
楚
れ
等
必
要
な
る
物
品
の
孰
れ
の
も
の
を
も
享
有
し
得
可
き
が
爲
め
に
自
然
が
没
れ
よ
 

b
要
冰
す
る
毹
べ
て
の
も
の
は
勞
働
の
一
定
量
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、勞
働
者
は
是
れ
等
物
品
の
孰
れ
を
も
享
有
せ
ん
が
爲
め
に
は
、

自
忽
が
彼
れ
よ
り
要
求
す
基
働
の
蹇
以
上
量
ら
に
大
な
る
妻

裏

本
窗
與
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
彼
れ
は
羊Q

所
有
者
、 

羊
毛
の
儒
質
者
，
紐
續
工
場
の
所
有
者
、
織
物H

場
の
所
有
者
、
吳
服
商
、.仕
立
屋Q

主
人
S

.し
て
利
子
を
支
拂
は
な
け
れ
ば
な
ら 

ぬ
。
勞
働
容
が
.

1

牧
の
上
衣
、
蒞
し
く
は
一
塊
の
！
！f

享
有
す
る
が
爲
め
に
、
興
の
上
衣
港
し
く
は
其
の
麵
麴
の
费
用
以
上
に
幾
許 

i

f

與
へ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
か
は
之
れ
を
言
ふ
こ

と
を
得
な
い
が
、
恐
ら
く
は
典
の
六
倍
に
達
し
て
ゐ
よ
ぅo

cpopular Political 

E
c
o
n
l
,

 

1S27, 

pp, 

2
2
0
0

ホ
ッ
デ
ス
キ
ン
を

以
っ
て
觀
れ
ば
、
密
-

I
根
源
は
實
昼
に
存
す
る
。

エ
ド
モ
ン
ズ(

T
h
o
m
a
s

 

R
o
w
e

 

E
d
B
I

)

4
亦
、
國
段
に
富
を
供
給
す
る
は
_

的
勞
働
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
貨
物
の
價
値
を
測 

贫
十
九
1»
^
前
伞
英
^
刺
命
、5|
-義
學
說
の
對
抗
理
論
^
し
て
發
達
を
見
た
、る
.限
#
效
用
學
說
の
先
^

V.
L-(

三
四
五)
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.十
土
世
紀
前
や
英
國I

主
義
|

ん
對
抗I

V
し
て
發
達
をf
'
る
限
界
效
用I

の

先

殷

.
3f
c
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三
四
六)

竽

る
は
雪

S

定
量
で
.あ
_

.

勞
働
其

馨

は

篕

Q

象

品

.に
よ
？

测
I

I

、
念

と

.觀
た
，
勞
働
者
I

令
.ひ
彼
I 

が
幾
許
I

;
產
す
f

 

f

 

s

l

l

g

l

を
S

す
|

|

|

_
け
森
る
g

l

い
。

一
證
霧
が
進
歩 

し
て
一
人
の
勞
働
者
が
二
人
分
の
必
要

.

I

す
る
I

が
出
來
る
と
し
た
な
.ら
ば
、
紐
れ
は
賃
銀
と
し
て
其
の
二
分
の
二 

I

得 

I
、
，三
人
分
を
_

す
る
と
し
た
な
ら
ば
二
.二
分Q

I

I
得
し
、
十
人
分
I

產
し
得
る
と
し
た
な
ら
ば
、
單
に
十
分
の
一
の
み
を
收 

季
可
き
で
t

o
 

i

l

s

.
 

Practical,

I

 

I
 p

o
l
l

 

E
c
c
n
l

 

§
 the 

G

 

j

 R
e
l
f

 
T 
I
 

,:
r

n

s
 

m
o
s
t

 c
o
n
d
s
v
e

 

to 

Individual 

H
a
p
piness a

n
d

 

N
a
t
i
c
s
l

 

Power, 

1
S
200
, 

s. 1
G0-10.3,1

2
2

 

200
8 )

o 

:

ブ
レ
丨o

o
h
n

 

F
r

l
 

I

) 

I

f
、
憤
f

魔

す
る
は
f

霞

I

s

で
t

、
而
し
，て
、
.等
し
i

f

行 

ふ
總
ベ
てQ

者

は

究等
し
き

報
酬
を
受
く
可
I

Q

1
惟
し
た
。(Bray, 

L
a
b
i
s

 

W
I

S

 

I
 L

a
b

i

 

R
I

y

 ;:cr. 

T
h
e

 

I

 of 

I

 an
d

 

the 

A
g
e

 
o
f

 

f

 
■

 p. 

3
0
0
。

然
る
に
、
s

f

f

半
日
の

價
値
に
對
し
て
全
日
の
s

 

I

本

街

與
へ
る
。

而
し
て

此
の
價
値
す4

以
つ
て
勞
働
よ
り
掠
取
せ
る
所
の
も
の
で
I

。
.蓋
，
'資
本
家
は
I

者
に
非
ざ
る 

が
故
に
.交
換
す
可
き
何
物

I

有
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
が
故
で
あ
る
。
暮
を

し

て

彌

や

が

上
に
i

靜
な
ら
し
め
、
馨
を
し
て
彌
や 

が
上
に
も
S

I

し
む
f

 

s

.
 

I

Q疆

す

衾

如

く

、
個
人
長
け4

心
S

力C

不
平
等
で
は
.な

く

し

て

、

吾

人

.の

周
圍
に
存
す
る
f

力
の
.不
平
等
で
あ
る
。(

I
.
, pp. 

4
1

0
。

ブ
レ
丨
に
從
へ
ば
•斯
く
の
.如
き
囊
の
性
質
よ
I

し
て
、
之

れ
I

濟
す
可
き
道
は惟
り
、
平
等
な
る
交
換
#

f

れ
ば
、
平
等
な
I

I

の
2

の
設
定
に
看
®

れ
得
る
.の
で
|

。(

舅

 

P
f

 

1
S
0
O

.勞
作
階
級Q

翼

矣

合

せ

る

諸

s

_

並
び
に
社
會
主
義
者
及
び
其
の
他
の
奢q

 

■

中
に
於
け
る
其q

•理
論
的
囊
は
古 

典
的
學
說Q

上
.に
深
登
る
修
正
を
來
さ
し
む
る
に
足
る
.

.
q

力
を
有
し
て
居
つ
た
。
雛
が
.て
古
典
的
理
論
は
其Q
自
由
中
：義
的
經
濟
理 

r
の
政
治
が
意
義
に
對
す
る
攻
擊
の
機
#
を
與
へ
た
部
分
を
洗
ひ
去
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
多
數
の
經
濟
學
客
は
彼
れ
等
を
し
て
餘
剩
の 

觀
念
’
除
去
す
る
を
得
せ
し
む
可
き
別
筒
の
說
明
の
原
理
に
便
な
ら
し
む
可
く
漸
次
禮
働
.價
値
說
を
拋
棄
し
た
。■

斯
く
し
て
效
用
賈
直 

ひ
に
之
れ
に
附
隨
せ
る
系
論
と
し
て
資
本
の
朱
產
カ
說
は
徐
々
に
其
の
^
達̂
を
見
た
の
で
あ
るo

而
し
て
是
れ
に
*

S

つ
て1
團 

の
經
濟
學
若
等
は
社
會
的
.調
和
の
根
本
的
哲
现
を
救
援
し
、
能
ふ
限
り
自
由
放
任
の
理
論
を
保
持
し
、
而
し
て
又
、
リ
カ
ー
ド
オ
經
1 

舉
說
が
導
入
す
る
を
得
る
搾
取
理
論
を
囘
避
せ
ん
こ
と
を
企
圖
し
た
，Erich R

o
l
l
,
A

 

History of 

E
c
o
n
o
m
i
c

 

Thought, 

1
9
300
, 

pp- 

3
1
6
.
3
1
7

 
.

)

o
斯
く
の
如
き
發
達
の
出
發
點
と
爲
つ
'た
も
の
は
前
述
せ
る」

が
如
き
嚣
现
論
の
公
式
化
に
際
し
て
ア
ダ
ム
_
ス
ミ
ス 

の
示
し
た
る
0
搖
不
宠
と
是
れ
等
の
動
榣
不
觉
に
ょ
つ
.て
生
ぜ
じ
め
ら
れ
た
矛
盾
撞
着
ょ
り
解
放
せ
ら
れ
ん
と
す
る
リ
カ
ー
ド
オ
の
企 

圖
と
で
あ
つ
た
。

リ
カ
ー
丨
オ
の
俾
決
' ^

勞
働
價
値
說
に
對
し
て
例
外
を
認
む
る
に
存
す
るo

リ
カ
ー
ド
ォ
は
其
の『

經

濟

原

論

』

の

初

版

に

於-/
'

て 

も
、
旣
に
貨
物
の
纯
產
に
投
入
せ
ら
る
、
勞
働
量
が
其
の
相
對
的
價
値
を
支
配
す
る
と
做
す
の
原
理
が
機
械
及
び
其
の
他
の
闹
定
的
持 

續
的
資
本
の
使
用
に
ょ
つ
て
著
し
く
醫
せ
し
め
ら
る
、
も
の
と
観
て
居
つ
たQ

.

で
あ
る
が
、

(
p

i
l
。
、

6
n the 

Prlndples.of 

p
l
c
a
l

 E
C

O
!

 

a
n
d

 

T
a
l
,
.

 

i
?

 

pp. 

2
2
,
2
3
0
、
-

同
書
の
第
三
版
に
至
つ
て
、，
更
ら
に
、
相
異
れ
る
資
本
の
高
が
長
短 

$

九
世
紀
前
1

盟

會

_

學
！̂
の
.對
抗
？

こ
て
發
達
を
見
た
る
限
界
效
用
學
.說
の
先
蹤 

f
 

、
1|1

四」

っ
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贫
ィ
九
思
前
^
.英
國
'i
h
會
產
學
說
'
2
抗
3

W
し
て
發
管
見
た
る
緊
效
患
說
.
S
縱 

S
 

(

三2

八)

和
同
じ
か
ら
I

韶

f

A

.

f

 

I

s價

値

を

姿

す

る

_

s

;

f
 

i濯

し

た

。

S

和

士

一

還

馨
 

『
經
■

史』

b

_
一

至

頁

以

下

霞)

。
リ
ヵ
1
ぶ

の

傷

繼

■

等
は
當
鑛
れ
等
に
I

れ

た

る

霞

價

.

|
の
I

に
よ 

つ
て
，惑
亂
f

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
t

丄

ズ

ュ

、
ル
は
資
本
を
以
？

薦

せ

ら

れ

t

勞

管

外

f

ざ
る
も
の
と 

主
張
す
るH
よ
？

勞
働
價
値
說
を
證
せ
ん
と
し
た
。
是
に
於
い
5

、
利
_
は
單
i

働
§

す
I

酬
た
る
に
f

ざ
る
の
觀 

あ
f

の

益

る

。(
前

揭

馨

四

一

九

S

下
i

}。
斯
く q

如
く
し
て
彼
れ
は
i

Q
讓

及

び

勞

S

値
蹵
對
す
る
例
外
に 

阶
す
る
問
題
を
解
決
し
f

蓿

し

た

Q

で

含

が

' 

.而
も
彼
れ
•は
固
よ
り
這
般
の
問
題
に
對
し
て
何
J

個
の
解
管
與
へ
た
も
の 

で
は
な
.力
.つ
た
。1> 

ヵ
ラ
ッ
ク
は
ニ
貨
物
の
交
換
に
於
い
て
發
孛
る「

交
換
價
値」

港
し
く
は「

相
對
的
價
値」

と

I.

貨
物
の
領
有
若
し 

く
は
坐
f

f

れ

た

美

働

I

し
く
は
I

Q
行
は
？

時
期
袅
い
て
斯
く 

Q

f
目
的
Q

g

s

f
象
可
き
勞
働
量 

に
對
す
る
關
係
に
於
け
る「

養

價

値

」

と
を
區
別
す
る
。(

M
c
q
u
f
,
.

 

T
h
e

 

Principles. 

O
f

 

p
l
a
l

 

E

S

I

:
 w

i
t
h

 

a

 

s
-
l
h

 

o
f

 

the rise a
n
d

 

p
l
e
s
s

 

o
f the science, 

1
8
2
5
,

 

p. 

2
1
1
0
0

 

而
し
て
何
等
の
獨
占
I

I

る
時
、
又
、
市
場
に
於
け 

る
貨
物
の
供
給
が
S

に
有
效
な
る
需
要
と
相
應
せ
し
め
ら
る
、
時
に
は
、
是
れ
等
の
も
の
、
交
換
價
値
は
其
の
眞
實
價
値
と
同
一
で 

あ
る
。(

I
.
, P. 

2
1
5
0
。

I

に
は
、
あ
ら
ゆ
る
交
獵
は
等
一
‘の
眞
實
價
値
の
交
換
な
る
可
き
で
あ
る
。
斯
く
の
如
き
は
資
本
家
及 

び

霞

I

Q
交

換

篇

し

て

も

I

I

失
は
な
い
。
然
る
に
、

マ
U

は
餘
剩
I

f

說
明
す
る
が
爲
め
に
、
m
純
に
リ 

プ

メ

.の「

勞

促

靈

j

よ
り
マ：

ル
ガ
ス
の「

勞

働

產

說

」

へ
逃
避
し
た
。

一.貨
物
の
支
配
し
得
る
勞
働
の
高
は
原
則
と
し
て
其
の
眞 

實
價
値
よ
り
も
大
で
あ
る
。
而
し
て
其Q

■

が
I

I

成

す

今

如

何

な

臭

本

？

雖
も
、
旣
に
，

せ
ら
れ
た
る
一
定
量
の

努
働
の
所
庵
を
遂
行
せ
ら
る
可
き
勞
働Q

同
.|量
め
所
產
と
交
換
す
可
き
憲

を

有
す
る
こ
^
,能
は
ざ
る
可
き
で
あ
る
。

.pp. 

.
2
2
r
2
2
2
.

)

o

資
本
の
利
潤
は
單
に「

蓄

積

せ

ら

れ

.
た

る

勞
働
の
賃
銀」

に
對
す
义
別
名
に
過

ぎ

ざ

る

も

の

で

あ

る

.0
是

れ

等

の

も

の

は
 

典
の

!̂產
に
资
本
の
或
る
ー
免
部
分
が
鸷
消
せ
ら
れ
た
る
あ
ら
ゆ
る
貨
物
の
價
格
の.一

部
を
鞲
成
す
る
:°
然
し
な
が
ら
、
這
5
kの
資
本 

.
%勞
働
漭
典
の
八
に
.興
す
る
か
、
‘若
し
ぐ
は
他
の
#
に
ょ
つ
て
彼
れ
に
供
給
せ
ら
る
、
か
は
、
明
か
に
何
等
の
影
響
を
も
有
せ
ざ
る
も 

.の
で
あ
る
.°
其
の
資
本
が
勞
働
衮
に
屬
せ
ざ
る
時
は
、彼
れ
に
ょ
つ
て
生
產
せ
ら
れ
た
る
貨
物
は
ー
ー
個
の
特
殊
部
分
そ
分
割
せ
ら
れ
る
、 

:其
の
1

は

直

接

勞

働

の

所

產

で

あ

り

.
、

他
の
も
の
は
是
れ
等
の
も
の
-
上̂
に
投
費
せ
ら
れ
た
資
本
、
即
ち
蓄
稹
せ
ら
れ
た
勞
働
の
所
產 

で
あ
る
。(ibid., 

p. 

2
9
r

)

o
斯
く
て
彼
れ
は
利
潤
を
以
つ
て
資
本
'^
に
ょ
つ
て
提
供
せ
ら
る
X
勞
働
に
對
す
る
賃
銀
と
看
做
し
て
、
 

ス

ヵ

仞

價

値

彭

ょ

り

.

生
す
る
不
可
跑
の
結
艰
た
る
の
默
あ
る「

搾
収
說」

即
ち
利
潤
を
以
つ
て
賃
銀
契
約
に
ょ
つ
て
勞
働
者
か
ら
彼
れ
が
琢 

ら
^
糜
せ
る
富
を
拽
取
せ
る
も
の
と
做
す
の
解
釋
に
赴
く
こ
と
を
免
れ
ん
と
し
た
。

四
：

リ
ヵ
ー
ド
オ
以
後
の
經
濟
學
苕
等
は
資
本
主
義
的
坐
產
の
下
に
於
け
る
市
場
現
象
と
勞
働
價
値
學
說
と
の
間
の
關
係
を
解
明
す

る
が 

爲
め
に
、
努
働
價■'
#
:說
の
系
論
と
し
て
鏡
價
籠
を
採
用
す
る
社
會
主_

流の..

方
法
を
選
ん
で
斯
學
說
を
救
濟
す
る
唯

一

の
途
に 

着
く
こ
4
を
嫌
忌
し
、
遂
に
之
れ
を
排
除
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
0
而
し
て
、
斯
く
の
如
き
過
程
の
端
緖
が
マ
ル
サ
ス
に
發
す
る
も
の 

で
あ
.る
.こ
と
は
吾
人
が
前
揭
拙
著
中
に
於
い
て
述
べ
た
る
が
如
く
で
あ
る
。

(

同
書
四
七
〇
頁
以
下
參
照
、

而
し
て
あ
ら
ゆ
る
客
觀
的 

價
値
學
說
の
反
對
者
と
し
て
、
リ
ヵ
ー
ド
オ
流
の
理
論
を
攻
擊
せ
る
者
に
サ
ミ
ュ
ー
ル

•
ベ
.丨
リ
ィ
が
あ
り
、(

同
書
艽
〇
0
頁
以
下
參 

九
紀
前
'

‘ 

.
年
英
國
社
命
主
義
學
說
の
對
抗
理
論
ミ
し
て
發
達
を
見
た
-る
限
界
效
用
學
說
の
先
蹤
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第
十
九
世
紀
前
半
英
闕
風
會
主
義
學
說.の
對
抗
理
論マ .，

し
て
發
達
を
見f

限
界
截
用
遲
說Q

先
縱 

六
ニ 

(

三
五
0) 

照
.

)

典
 

'需
要
の
.み
雒
り
價
格
を
規
制
す
可|

の
セ
.あ
る
こ

と

を

.、
王

張

せ

る
者
に
サ
I

エ.
ド

ヮ1
ド
•
ゥh

ス
ト
の
在
つ
た
こ
と
も 

5 
.
苦
人
*
^
H赛
中
に
於
い
て
論
.

る
が
如
く
で
あ
る。
' 

(

同
書
五
〇
ニ
頁
以
下
參
照

)

。
.而
も
、
前
者
は
■

價
値
說
を不
信
な
. 

ら
し
む
る
に
與
'.
o
て
力
が
あ
つ
た
の
で
あ̂
が
、彼
れ
自
ら
は
之
れ
に
代
ふ.る
：に
他
の
覆
理
論
を
以
つ
て
す
るこ
I

 
く
し
て
終
り
、
 

後
者
は
猶
ほ
限
界
效
用
の
觀
念
を
_
成
す
看
は
甚
だ
大
な
る
隔I

有
す
る
め
み
な
ら
ず
、g

後
に
至
つ
て
は
費
用
說
を
支
券
し
て
居

.

っ
た
。

•

 

..

 

. 

ノ
•
：

然
し
な
f

、
斯
く 

Q

f
間
に
於
い
て
、
漸
次
心
理
的
議I

入
せ
ら
れ
て
、
效
用
及I

要
は
m

ら
れ
ん
と
し 

た
。
ジ
H
=レ
ミ
丨
•
ベ

ン
サ
ム
は
夙
に
其
の̂

1

1

氐M
l
l
i
a

 

u

l

p

f
 

s

o

.

及
び
ァ
H

i

ミ
f
 s

p
r
l
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u
m
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n
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e
w
i
n
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f
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Pleasures a
n
d

 

Fains 

c
f
.
w
M
c
h

 

M
a
n
V

 

N
at
u
r
e 

is. susceptible, 

に
於
い
て
、
欲
養
び
墜
に
關
し
て
分
析
を
行ひ
、「

或
る
人
の
所
有
せる
財
産
の
'實
體
の
.定
量
が
愈
々
大
な
れ
ば
、

S

の
高
に 

S

す
る
其Q

財
產Q

霞

Q

他Q

定
量
の
附
加
.
に

ょ

つ

て
彼
れQ

受
く
る
幸
福Q

蹇
は
愈
々
小
で
あ
る」

と
稱
し
て
桌
效
用
の
觀 

念
を
暗K

し
て
ゐ
る
。(

T
h
e

 w
o

f

 of J
e
r
l

 w
entham, 

ed. 

b
y

 J
o
h
n

 

Bowring, 

vol.ix, 

p. 

1
S
0
O

 

然
る
に
、
皮
.し
の 

M
a

i

 of 

p
l
a
l

 

w

o

o

l

,
は
毫
も
之
れ
に
關
說
す
る
所
が
な
か
つ
た
。
べ
ン
サ
ム
哲
學
の
影
響
を
受
く
る
こ
と著
大
で
あ

つ
た
リ
ヵ
，
ド

暮

派

は

、
彼

れ

等

奮

舊

に

與

へ

た

る

麗

窆

境

界

忙

ょ
？

欲
望
に

關
す
る
讓
を
排
斥
し
た
。
而
し
て
、

彼
れ
等
は
效
用
を
以
つ
て
交
換
價
値
に
取
つ
て
絕
對
に
缺
く
可
ら
ざ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
其
の
尺
度
で
は
な
い
と
觀
て
f

た
。

然
.る
に
反
ス
ミK

經
濟
學
者
nl.

ダ
f

ル
は
、
最
も
有
用
な
る
物
定
量
を
增
加
す
る
に
よ
？

、
.
吾
人
は
屢
々
其q

總
交
熱

價

沉

を

：

減
パ
ノ
；す

る

と
|
1
1ふ
明
&
な
る
事
實
に
_注
意
し
た
0
而
し
て
彼
れ
は
ス
ミ
ス
と
等
し
く
使
用
償
値
^
交
換
®
値
と
が
相
互
に
對
立 

す
る
も
の
とE

狼

し

た

。
彼
れ
は
其
の
ス
ミ
.ス
價
値
现
論
の
解
釋
中
に
效
用Q

,

要
素
を
注
.入

し

た

。

彼

れ

に

從

へ

：ば

*
富
は
效
用
を
有
.
 

す
る
あ
：.ら
ゅ
る
物
で
：あ
る
。
.而
も
個
人
的
i

s
效

用

及

び

：稀

少

性

を

有

す

る

。

是

れ

，等

め

兩

要

素

は

價

値

を

決

定

す

る

。

是

れ

等

の

も 

の

.，は
！r

要
及
び
供
給
に
於
い
て
表
現

言

‘る

-A
而
し
て
興
の
孰
れ
か
の
變
M
.は

價

値

に

影' ®
す

るo

彼

れ

は

幾

分

現

代

の

.經

濟

學

者 

が
需
要
0
獨
カ
性
を
解
析
す
る
に
等
し
き
方
法
..に
於
，1い
，
て

價

値

に

及

ぼ

す

需

耍

及

び

供

給

|
:減

の

結

果

を

檢

討

す

る
0
Q
三

田

學

.會

雜
 

誌J

第

三

十

一.卷

第

四

號

所

載

拙
.稿『

第

十

九

世

紀

英

國

反
■

派

經

濟

聲

』

七

丨

一

一

頁

參

照

)

。
.

、
，
.

次
.年
で
ノ
0

§
6
&
 

o
f 

Political 

s

'ae
n
c
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卷
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著
絮
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9
ン
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ク
レ
ー
グ
は
其
の
ー
千
八
苗
ー
ー
十
一
年
の
著
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on s
o
m
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F
u
n
d
a
m
e
n
t
a
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o
c
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^

b
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W
c
l
m
i
c
a
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B
n
t
a
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h
f
y
e
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1
8
1，

に
於
い
て
、
交
換
顧
値
若
し
く
は
個
人
的
富
は使
用
價
値
若
し
く
は
國
民
的
富.か
ら
注
意
深
く 

區p

せ
ら
る
可
'き
も
の
で
あ
る
とIK

ふ
ロ
ー
ダ
デ
ー

ル
の意
見
を
考
ぞ
し
、
■而
し
て
效
用
が
總
べ
て
の
價
値
の
栽
礎
で
あ
る
I

を
看 

出
す
。
諸
货
物
の
相
對
的
價
値
が
變
化
す
る
こ
と
あ
る
も
の
で
あ
り
.、
而
し
て
、
或
る
物
品
の
主
た
る
諸
效
用
が
依
然
と
し
て
管
せ
ら 

る
\
こ
と
が
な
い
の
に
、
是
れ
等の
も
の
が
似
前
よ
0
も
大
な
.る
數
量
，に
於
い
.て
生
產
せ
ら
る
.
\
.が
爲
め
に
、偶
々
之
れ
を
所
有
せ
る
人 

々
が
よ
り
倉
®
と
爲
る
こ
と
あ
る
は
否
み
難
い
事
實
で
‘あ
る
。(ibid., 

p
,

I
P

) 

o
然
し
な
が
ら
、
使
羽
價
値
が
此
の
點
.に
冷
ハ
て
交
-._ 

換

價

値

に

對

辛

る

と

論

斷

す

I

誤
り
地あ
る
o
蓋
し
、斯
く
の
如
き
場
合
に
は
消
齡
す
る
其
め
效
用
の
他
の
も
の
が
存
す
る
が
故.. 

で
あ
る
。
其
の
所
有
は
最
早
难
越

.Q

表
象
でも
な
け
れ
ば
、
：
又
、
坐
產̂
}ら
れ
た
附
加
的
定
教
.は
其

Q

消
費
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
'
' 

笫
十
九
世
紀
质
半
'英
國
社
會
由
義
學
說

-0
對
杭
理
输
ミ
し
て
發
達
を
見
た
る
限
界
效
用
學
說
の
先
踨 

六

三

(

三
五
一〕



'
第
十
九
世
朝
前
半
英
國
社
會
主
義
學
說
の
對
抗
理
論
式
し
て
.發
達
を
見
た
る
限
界
效

旭

學

說

の

先

縱

 

六
到

r

三
五
ニ) 

，人
々
に
對
し
て
I

靈
時
の
I

に
等
し
き
蹵
を
生
じ
得
る
こI

な
いo

若
し
上
衣
が
其
のI

に
於
い
て 

一
I

減
ず
る
な
ら 

ば
、
：i

i

上
衣
の
交
換
價
値
は
今
や
曩
き
に
一
牧
の
價
値
で
あ
っ
た
所
の
も
の
に
等
し
い
、
而
も
是
れ
等
の
も
の
、
篇

懷

値

は

何 

.
尊
知
覺
し
：得
る
增
加
を
も
見
る
こ
と'な
か
る
可
き.で
あ
ら
ぅ
。
，
バ

ibid,, 

p. 

1
1
0
。

S

者
の
評
價
に
於
い
て
は
舊
時
の
債
格
を
値
し 

た
廣
幅
遞
紗
の
總
ベ
て
が
鍵
き
に
市
場
に
輝
さ
れ
、
而
し
て
.今
や
更
ら
に
多
く
が

處
分
せ
i

可

き
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
は
其
の舊 

广
時
の
農
に
等
し
き
其
の
效
用募

定

す
る
こ
.
と
の
な
か
っ
た
人
々
に
對
し
て
寶

I

か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。询
に

新

た

なI

買 

者

葚

格

Q
P
4专

げ

袅

じ

S

る
可
き
で
f

。
藉
し
、
其

下

Q

各
階
段
に
於
い
て
*
そ
は
附
加
的
人
數
が
其Q

蹵

を

坐 

ず
る
の
力
に
就
.い
て
.派
成
せ
る
見
積
、
一即
ち

換

言

す

れ

ば

.、

.
其

の

使

用

值

値

に

關

す

る

彼

れ

等

Q

評
價
ま
で
引
き
下
げ
I

、
が
救
で 

.あ
る
o
. 

(

f

, 

y 

3
,

)

o 

.即
ち
ク
ル
丨
‘グ
は
、
使
用
價
値
が
交
換
價
値
に
よ
.っ
て
極
め
て
E

® *
に
測
定
せ
ら
れざる

..

を
得
ず
と
做
ず
の 

意
見
會
し
、
而
し

て
一
財
貨
の
效
用
を
供
給
が
增
加
せI

、
に
連
れ
て作
用
す
|

>
な
る
芝
分
析
し
た
の
で
あ
る
。

:

ク
レ
ー
グ
は
進
ん
ヤ
、
或
る
貨
物
の
交
換
儕
値
が
附
加
的
供
給
に
よ
っ
て
減
少
す
る
な
ら
ば
、
他
の
諸
貨
物
の
慣
値
は
增
加
す
可
き 

こ
と
.を
&
彼
す
る
0
藍

し

龜

！
に
餘
分
に
生
產
せ
ら
る
、
物
品
を
購
入
せ
る
人
々
は
よ
り
©
廉
な
る
價
格
を
以
っ
て
彼
れ
等
が
其
0 

.不
足
す
る
所
の
も
の
を
取
得
す
る
を
以
0
'て
彼
れ
等
の
收
入
の
部
分
を
或
る
他
の
方
法
1
投
費
す
可
き
が
故
で
.あ
る
0 je

し
て
日
}
^
に 

口
っ
て
或
る
他
©
物
品
に
對
し
て
生
じ
.っ
、
あ
る
新
需
要
は
是
れ
等
の
も
の
、
交
換
價
値
を
他
の
も
の
、
其
れ
が
引
き
下
げ
|

 
\
に 

準
じ
て
引
き
上
1

で
f

 
.
ぅ
。
.

(

i
.
, 

P
.
1
2
.)。

是
に
於
い
て
乎
、
貨
物
の
增
加
せ
る
供
給
は
一
般
的
價
値
に
於
け
る
減
少
を
意 

味
す

る
と
做
す
は
誤
り
で
あ
る
。
彼
れ
は
.又
、
生
產
的
勞
愛

び

不

坐
產
的
勞
働
の
間
に
設
け
ら
れ
た
ア
グ
t

、ス
ミ.K Q

區
別
の
無

用
を
指
摘
し
、
リ
f

ド
オ
經
濟
學
の
根
本
敎
義
の
一
た
る
生
活
標
準
8

說
を
信
ず
る
こ
と
な
く
、(ibid.,,p. 

64.)

•.

又
賃
銀
及 

び
禾
_
遍
行
說
に
反
對
し
、(Ibid., 

P. 

9
0
.
/

地
代
說
を
論
評
し
て
土
地
よ
り
の
收
入
と
資
本
よ
り
の
收
人
と
の
間
の
類
似
を
注 

意
し
た
o (ibid., 

p. 

1
3
S
O
O
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(
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項
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專
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i
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mal, 

v
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9
s
.

に
據
る
。
此
の
經
濟
學
說
史
上
に
於
け
る
f

注
意
す
可
き
一
論
文
は
、
其
の
後
、

一
千
九 

百
ニ
十
五
•年Essays in 

E
c
o
n
o
m
i
c
s
.

中
に
收
錄
せ
ら
れ
た
。ibid., 

pp. 

6
4
-
1
2
1

し
。

セ
リ
グ
マ
ン
教
授
は
ク
レ
丨
グ
を
以
づ
て
效
用
と
價
値
と
の
間
の
連
結
を
カ
說
せ
る
最
初
の

英
國
の
著
者
で
あ
つ
て
、
將
さ
に
限
界 

效
用
の
觀
念
を
表I

ん

垚
I

Q

H

做
し
て
t

。
證
同
敎
授
に
從
へ
ば
、彼
れ
は
又
、
麗

Q

I
犧
I

I

成 

し
、
备
れ
よ
り
し
て
分
級
及
び
需.嚴

f

引
け
裏
初
©
英
國
人
で
t

、
而
し
て
又
、
課
證
資
本
化
說
を
麗
せ
る
第
十
九 

世
紀
漱
濟
學
者
中
の
最
初
の
人
で
あ
つ
た
。(

s
e
l
i
g
l
,

.r
?

o

l

f
 

T

f
 
i
& 

in 

T
h

l

 a
n
d

 

p
l
a
i
c
e
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2
n
d

 ed., 

190S, 

pp. 

2
5
7
,
2
5
9

 ; 

T
h
e

 Shifting .and Incidence of 

T
a
x
a
t
i
o
n
,

苔 ed,, 

1
9
2
6
; pp. 

1
7
5
-
i
.)。

次
い
で
價
値
は一.

般
原
理
と
し
て
需
要
と
限
界
生
産
費
と
に
よ
つ
て
決
定
せ
ら
る
X
旨
を
述
べ
た
^
に
、
ジ
•
*ン
•
ル
丨
ク
.

(
J
o
h
n

 

R
l
e
)

が
あ
る
。
即
ち
彼
れ
日
く
、「

全
供
給
に
對
し
て
附
加
せ
ら
れ
た
ぶ
最
後
の
.附
加
的
部
分
は
其
の
生
產
に
使
用
せ
ら
れ
た
努
働 

の
•費
用
及
び
資
本Q

報
酬
を
償
還
す
る
以
上
f

Q

I
す
I

が
な
い
1

1

4

ふQ

が
*
あ
I

I

寒

I

可
き
物
品 

の
盡
に
於
け
るI.

般
_
則
で
：あ

る

。
或

る

一

定

貨

物

S

.
れ
以
上
を
許
す
な
.ら
ばV

供
給
は
當
然
增
加
す
可
く
-
若
し
又
、
市
場
慣 

値
が
平
均
楚
れ
等
費
用
の
ニ
構
薇
分
を
與
ふ
る
こ
と
が
な
い
な
ち
^

供
給
は
減
少
す
る
で
あ
.ら
ぅ
。
經
濟
學
の
關
係
及
び
割
合 

笫
十
九
世
紀
前
半
英
國
社
會
主
義
學
說q

對
抗
'理
論
£

.
て
發
達
を
見
た
.る
限
界
效
用
學
說
の
先
^

六
s

Q
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五
一
一
フ
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十
允
世
紀
前
半
英
國
.社
#
主
義
學
說
の
.對
.抗
理
論
，1
し
て
.發
達
を
.見
たる.：

限
界
效
用
學
說
の
先
踨 

力

六

3
一
.f
L
四〕

:

を
規
制
す
.る
も
の
.は
あ
.ら
ゆ
る
方
向
k
於
い
て
其
れ
自
體.を
.弘
布
し
擴
張
し.つ
、
あ
る
-l
i
tの
齋
遍
的
に
し
て
且
つ
能
動
的
な
る
原
理
で 

あ
'る
。.
必
要
は
價
値
：の

慕

的

限

界

を

割

す

る

、
，
而
し

'て
消
費
I

產
と
は
重
的
海
要
に
關
し
て
此
のi

l

 

.分
i

?

絕
.ぇ
ず
規
制
せ.

I

'の
，で
，

1

.0

.市
場
の
實
際
的
需
要
は
供
給
を
決
定
す
る
、
而
し
，て
供
給
は

そ

が

市

場

に

I

れ
得
る 

最
傲
の
費
用
に
よ
つ
て
規
制
せ
ら
れ
るt
i
v'
9

(

_
k
e
r
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u
i
l
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r
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a
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o
o
g
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I
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p. 

2
6
0
0

ル
ふ
は
又
、
一
千
八
百
十
四
、
五
年
の
頃

T
h
e

 

F
l
e
r
s
v

 J
O

I
L

，
認

上

に

五

十

醫

£
1

文
を
公
に
し
.て
ゐ
る
が
、
.十
四
年
窗
攝
表
せ
ら
れ
た
其
の
第
一
論
文
に
於
い
て
は 

穀
物
の
：慎
格
騰
貴
，の
原
因
を
論
じ
、
而
し
：

■.て
十
四
^
十I

月
に
起
草
.せ
.ら
れ
ノ
十
五
年
ニ
月
に
公
に
せ
ら
れ
た
第
四
論
文
に
於
、
ハ
て
は 

%

 

-
-
r
iL
>

■に
於
け
.る
穀
物
坐
產
の.费
用
：は
自
然
憤
将
の.調
整
者
で
あ
り」

、
又
、「

土
地
の
M
ft
は
^

^
に
^
す
る
^
^
費
及
び
資
本
の 

普
通
の
利
潤
が
接
除
せ
ら.れ
た
後
に
殘
得
す
る
純
粹
な
る
餘
剩
收
益
で
あ
る

」

と
云
ふ
學
說
を
主
張
せ
る
點
に

於

い

て

地

代

學

說

の

發
 

達
#

献
せ
る
も
の
と
看
做
，さ
れ
、
其
，の
公

_

の
時
期
に
於
い
て
は
ト
ー
レ
ン
ズ
、
ウ
エ
ス
ト
及
び
マ
ル
サ
ス
に
先
ん
ず
る
も
の
と
言

は
れ
.て
ゐ
.る
。
'

(seHgman,.. o.n 

S
o
m
e

 ..N&giected .British ■
Economists,, 

op. 

c
i
r

p
.

»n
12 

ノ。

$
 

'
• 

' .

シ

メn

ィ
'
オ

ア

の

後

，

v

承

け

て

牛.嫌
大
學
の
經
濟
學
敎
授
に

.任
命
せ
ら
れ
、

ー
千
八
百
コ

_
|十

一

年v

フ
リ
ン
の
英
國
翌
敎
會
の
大 

挺
督
ど
爲
る
迄
其
の
職
に
往
つ
た
リ
チ
ャ
，
ド
•ホ
ウ

r

ト
リ

(
R
i
c
h
a
r
d

 

w
h
a
t
e
l
y
)

 

Q

 

I
n
t
r
o
d
u
c
t
o
r
y
. 

L
e
c
t
u
r
e
s

 

o
n

 

P
o
l
i
t
i
c
a
l

 

E
c

o
n

l

 

d
e

l
e

d

 

i
n
'

 

E
a

l

 

,

T

e

l

'
M

D
C

q
q

x
x

x
I

,

.I

I

は
、f

し
て
經
濟
學
の
範
圍
及
び
本
質
に
關
す

f

の
で
あ

,c\

て
、
價
値
及
び
分
配
の
中
心
の
問
題
に
は
觸
れ
て
ゐ
な
い
が
、
而
も
、
經
篇
を
以
つ
て
富
の
硏
究
で
あ
る
と
定
義
す
る
こ
と
I

 

み

之

れH

代
べ
て
q

i

a

l

.即
ち
.交
換
の
料
學(the 

Science of E
x
c
h
a
n
g
e
s
)

な
る
名
稱
を
提
唱
せ
る
點
.に
於
い
て
踅 

H

ら
箸
き
も
の
で
I

。
.日
く
、「

ア
V
i
.
.ゃ
ス
は
狗
に
彼
れ
の
f

『

國
富
論』

と
名
附
け
た
、
而
も
斯
く
の
如
き
は
惟
り 

主

題

に

對

し

：
て

名

'

f

を
與
ふ
る
.：

H

過
ぎ
ざ
I

の
2

つ
て
、
齡

其

の

者

6

し
て
名

I
 

a
, 

“
f

 

p. 

6
0
。

入
間
は
交
換
を
行
ふ
動
物
な
り
と
定
義
せ
ら
る
4

得
可
き
で
I

ぅo

他
の
如
何
な
る
動
物
と
離
も
’ 

.他
I

點
に
於
い
セ
は
理
性
に
近
づ
；く
こ
I

.
も
大
な
r

の
：す
&
、如
何
見
て
も
，物
々
交
換
浩
し
く
は
何
等
か
^

‘る
物
件
を
他Q

物
件
裏
換
せ
ん
と
す
る
最
少
の
總
念
を
も
有
す
る
こ
と
な
I

の
で
あ
る
。
而
し
て
、
人
間
が
經
濟
學
に
よ
つ
て
注 

親
せ
.

の
.は
惟
り
斯
く
の
如
き
觀
點
に
於
い
て
I

-
る
。
遺
般
.の
見
解
は
ア
ダ
ム
•
ス
ミ
ス
の
其
れ
と
本
質
的
に
相
異
す
る
こ
と 

..の

.な

い

，冬

の

で

あ

.

る
。
金
し
、
斯
學
に
於
い
て
は
富
な
る
名
辭
は
交
換
か
い
か
い
貨
物
に
限
究
せ
ら
れ
' 
而
し
て
そ
は
是
れ
等
の
も
の 

.力
‘S

Q
目
的
物
^
i

f、
..翁
し
く
は
目
的
物
た
る
可
ぐ
企
圖
せ
ら
る
、
限
り
に
於
い
て
の
み
是
れ
等
の
も
の
を
取
り
扱
ふ
が
故
で
あ 

る
‘。
'

¥
衾

ら

、這
般
の
理
捏
又
、|

て
.國
民
的
富
の
科
學
と
し
て
よ
り
も
寧
ろ
交
換
の
科
學
と
む
て
經
，|

鑫
 

，
て
：恐

ち

く

は

よ

り

使

觉

た

ら

し

む

可

き

で

あ

ら

ぅ

o

即
ち
' 
斯
學
.の
取
扱
.ふ
物
件
其
の
者
は
、
吾
人
が
是
れ
等
の
も
の
を
交
換
の
目
的 

.物
次
ら
し
む
るQ

可
能
_

し
4

意
管
除
去
す
I

し
た
な
ら
ば
、
是
れ
に
*
つ
て
、
是
れ
等Q

も
f

し
i

s

求
：せ
ら
る 

'
デ
窨
的
た
票
福
に
對
し
て
最
高
度
に
於
い
て
寒
し
む
る
こ
f

得
る
^
し
て
も
、
.直
ち
に
其Q

領
域
よ
.

o

排
除
甘
ら
る
、
が 

龛

め

霍

る

。
相
へ
ば
、
ァ
レ
グ
ザ
ン
ダ
丨
•
セ
ル
力
.
1へク-(

>
ぎ

.
3
6
1
ぼ
&

醫
土
の
水
夫
> Q

如
き
空
漠
た
る
岛
上
.に
於
け
'る 

$

.
丸
世
.紀
r
平
：英

國

肚

堇

義

學

說

_
Q
.
對
.抗
理
？

し
.て
，發

達

羞

た

る

.魔

效

用

學

說

の

，
盡
 

一

ハ

七

(

三
五
5



第
十
九
世
，I

I

國
社
會
囊
學
說
の
：對
抗
现
f

し
て
發
達
.を
菪
る
限
界
效
用
雲
の
先
腿
.

六」

Q

i
ハ)

新
I

I

S

到
f

f

共
S

ち
g

換

し

黌
I

f

f

彼
れ
を
し
I

s

l

g

於
い
I

f

ら
し
む
可
き 

幾

多

；の

貨

物

翁

し

得

可
f

の
で
あ
る
が
、
而
も
、彼
れ
は
經
濟
f

受
け
容
る
、
こ
と
の
.な
い
地
位
に
あ
る

も
の
で
あ
る
。
同
様
に

音
樂
的
才
f

v

s
行
使
5

っ

て

交

換

の

目

的

物

た

ら

し

む

'

る
繼
的
謹
者
に
取
っ
'て
I

で

着

巧

使
用
す
る
は
S

墮
落
た
る
上
流
階
級
£

す
る
人
に
取
っ
て
ば
專
は
な
い
。
從
.っ

て

、

そ

は

、

此

.の

最

後

の

雪

に

於

い

て

は

、
 

享
樂
の
泉
源
で
I

が
、
經
濟
學
S

域
外
に
在
.る
の
で
倉
。
斯
く
の
如
く
富

I

名
辭
を

、

交
換
し
得
f

の
と
思
料
r

る
、 

物
件
に
限
定
す
る
は
.
同
一
•
物
を
し
て
、
或
る
人
S

し
て
i

た
ら
し
む
f

他

に

對

し

て

.
は

然

ら

し

め

ざ

る

を

理

由

と

し

て

反

對 

，
せ

ら

れ

た

靈

同
 
一q

事
情
は
.又
、
常
に
ホ
ゥ
*
丨
ト

リ

.に

取

っ

て
は
、
斯
く
の
'如
き
名
辭
の
使
用
を
震
す
る
主
た
る
理
_
と
し 

て
腴
じ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
同
ー
物
は
別
箇
の
人
に
«
し
て
は
、
別
筒
の
も
の
な
る
が
故
で
あ
る
。
縱
令
ひ
、
吾
人
が
所
有
切
の
あ 

ら
ゅ
る
種
•類
に
關
し
て
-「

富」

及
び「

價
値」

な
る
名
辭
を
使
用
す
る
と
し
て
も
、
吾
人
は
猶
ほ
-
例
へ
ば
、
寶
る
が
爲
め
に
庭
木
I

 

養

す

る

養

樹

園

主

：の
•
庭

木

の

豪

に

對

す

る

所

有

と

、
自

，己

の

地

.

面
を
飾
る
が
爲
め
に
之
れ
を
植
ぇ
附
け
た
紳
士
の
所
有
と
の
間
に
は
、 

少
く
と
も
f

頗
る
大
な
I

別
の
存
す
る
こ
I

I

し
な
け
れ
ば
f

ぬ
。
然
し
.な
が
ら
、

一
般
社
f

於
け
る「

富」

な
る
名
辭 

の
使
用
は
遊
し
く
精
確
な
ら
ざ
る
の
常
で
f

、
.且
っ
其Q

最
初
に
於
い
て
、
先
づ
事
情Q

如
何
に
據
っ
て
全
然
同
一
な
る
物
を
或
ひ 

は
富
の
目
的
物
と
しV

、

或
ひ
は
然
ら
ざ
f

Q
と
し
て
思
料
す
る
に
由
？

混
亂
せ
し
め
象
、
美
く
る
が
爲
め
に
或

る

麗

の

注
意
を
要
す
可
き
が
故
に
、
.
ホ

ウ

H

1
ト
リ
は
震
の
理
由
に
據
っ
て
、
善
く
交
換
の
み
.I

す
f

の
と
し
て
經
濟
f

叙
す
る

を
 

以
つ
.て
大
體
に
於
.い
て
、
よ
り
便
宜
な
り
と
思
惟
す
る0
1
:
>
5:
,
, pp. 

7-9. )

o
.
:
:
.

ホ
ウ
.H

i

.
リ
に
取
っ
て
は
效
用
及
び
富
は
相
對
％
且
っ
、編

的

で

あ

っ

た

o 
.
而

し

て

現

代

の主|

義

者

は

、彼
れ
等
が
選
管

.以
っ
て
經
濟
問
題Q

精
f

 

I

す
：S

實
I

調
す
I

爲
め
f

ホ
ウ
ェ
I

V
 

.
Q

言

；ラ
ク
チ
ッ
タK

な
I

f

採
用
し 

た
の
で
あ
る
。(

R
O
U
,
;o
-

p

.

a

r

p. ZZ7

ン
。

3
ヴ

r

ト

リ
は
勞
働
說i

斥
十
る
。

制

の

命

令

に

よ

っ

て

、

偶

々

價

値

あ

る

物

品

が

^

^

總

べ

て

の

場
合
に
於

い

て

、

勞

訪
 

に
よ
.っ
て
取
得
せ
ら
る
、
こ
.

I
事
實
で
あ
.る
が
、
而
も
猶
ほ
斯
く
の
如
き
は
偶
然
の
出
來
事
で
あ
っ
て
、■

の
其
れ
で
は
な
5

寺

折

落

下

す

皇

忽

金

剛

要

E

珠
で
あ
っ
I

ら
ば
、
又
、是
れ
等Q

物
品
が
現
在
掘
髪
I

水
に
よ
？

取
得
せ
ら
？

I

 

1

.の
定
量
ま
で
、
思
ひ
掛
け
な
く
拾
ひ
上
げ
ら
れ
た
と
何
等
異
な
I

と
の
な
い
方
法
に
於
い
て
取
得
せ
I

、
を

得

た

な

ら

ば

、
是 

れ
等
の
も
の
は
現
在
に
於
け
る
と
精
確
に
同
一
價
値
な
I

き
で
I

。
.經
濟
學
に
於
け
る
他
の
多
•く
の
點
に
於
け
.る
と
等
し
く
、
此

'

:

の
點
に
於
い
て
も
亦
、

は
麗
及
び
結
果
を
混
同
す
るq

傾
き
が
I

。
人
.々

が
眞
f

得
る
S

め
に
水
S

っ
た
が
爲
め
に 

是
れ
等
の
も
の
は
高
い
價
格
に
寶
れる
の

，
で

は

な

く

し

て

、

却
っ
て
.
、是
れ
等
の
も
の
が
奮
にS

る
が
爲
め
に
.、
人
々
は
之
れ
を

I

.

r

?
 K

s

s

o

p
 

 ̂

V

I

K

<

.ホ
ウ
.

r ト
リ
は
彼
れ
が
斯
く
の 

安
く
湛
せ
る
の
時
、
_

利
學
說
の
心
髓の
一
面
を
_

精
練
なく
し
て
表
明
し
っ
X
あ
っ
た
の
で
あ
る
と
。(Alexander 

I

,

0
-
- 

w
o
o
g
a
o 

d

o

o

f
 

A
n

 

f
 

C
d
u
c
l

 

S

I

,

1
9
3

ン p. 

33i.)o 

然
も
、
彼
れ
は遂
に
何
等
主
觀
•
 

公-
r
.
-
r
N
U
S

社
贫
鑫
學
說
の
義
_
 W

し
て
發
達
を
見
た
る
限
界
蝥
學
說
の
.先

縱

，J
、
 ̂

J
五
コ
ノ



第
十
九
篇
前
平
英
國.社
重
義
囊
.
£
抗
理
論
£
.
で
發
達
I

.

S
限
界
效
用
學.說
の
.先
哗 

七
9
 

Q

f
 ノ
 

價
値
理
論
を.發
達
.せ
し
む
る
，こ
と.な
く
し
.て
終
：つ
た
の
で
あ
：，る

9
ゾ

.

:

'ぐ
へ
て.
.で

.；
，
ン'ぐ

r

六
へ
'

千

八

墓

：十
二
年
ホ
ゥ

r
.
ト
リ
の
後
を
繼
い5

渾
大
學
.に
於
け
る
經
濟
學

q

ド
ラ
ム
ォ
ン
ド
講
座
，を

響

せ

..る

ゥ
ィ
リ
ア 

ム
•
フ
ォ
ア
ス
タ
i
 
ロ 
イ
ド(

w
l
m

 

F
i
r

 L
l
o
y
d
)

は
其
の
 

A

 

L
e
c
t
u
r
e
v
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the .Notion 

a 

v

f
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as D
i
s
t
i
l
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l
l
e

 

N
o
t

 

only fro

日 

U
I

7
, 

b
&

 A
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O f

r
o
m

 

V

I
 

in 

E
x
c
h
l
.

 

Delivered 

before the 

University of 

o
l

d

 in 

M
i
&
a
f

 s 

T
.
i
, 

1833, 

S

4,
、
に
於
い
•て
、
效f
 
:交
換
慣
値
と
の
間
の
關
係

I

明
ず
る
が
爲
め
に
初
め
て
限
界
的
分
拆
の 

適
用
を
行■っ
た
。
彼
れ
は
，後
の
限
界
：理

•論
の
.用

譬

使

用

す

：る
こ
と
は
な

か
っ
た
の
で
.あ
る
が
、
而
も
彼

4

は
明
確
に
_

效
用
と
吳 

界
效
用
.と
の
間
に
减
別
を
立.で
.、而
し
で
價
値
は
一
貨
物
の1

0
增
加
量
に
對
する
欲
I

M
力
に
比
例
す
る
こ
I

朋
か
に
し
た
。

a

ィ
.ド
は
先
：づ

當

時

の

經

篛

當

.ょ
っ
て
論
述
せ
ら
れ
；た
る
，一
般
的
生
產
過
多
の
.問
題
に

注

意

を

向
げ
る
。
諸貨
物
の
一
般
的
齒 

多

.T

泡
丨
く
は
換
言
す
れ
ば
蓮
的
唐
議
の
可
能
性
に
關
す
る
問
題
.が
楚
れ
迄
時

.々論
議
首
れ
て
來
た
。
或
る
一
種
の
貨
物 

の
M
多
は
其q

重

が

惟

。
可
能f

る
.ば
か
り
で
な
く*
屢
々
で
あ
t

と
が
一
般
に
承m

れ
た
。
ニ
、
三
、
四
若
し
く
は
共 

れ
以
上Q

種
類
に
就
い
て
も
亦
、
同
様
でt

が
、
而
も
*
の
鑛
性
及
び
頻
繁
性0

程
度
は
遞
減
す
るo 

f

於
い
て
.乎
、
拒
否
せ 

ら
る
：

〜

總
へ
S

其
の
同
時
に
貨
物
め
彥
數
に
延
長
す.る
.の
_

性
及
'び
其
■

遍
的
な
る
の
可
能
性
でゐ
る
。

ロ
ィ
ド
が
效
に
七 

の
間
題
を
繁
し
た
の
は
、
差
しf

共
の
十
分
な
る
考
察
を
開
始
す
る
の.目
的
を
以
つ
て
す
る
に
非
ず
し
て
、
單
に
、

*

雲
的
方
面 

を
支
持
す
る
，者
に
よ
つ
て
唱
導
せ
ら
れ
た
、
I

の
或
る
為
に
._

を
喚
起
す
る
.こ

為

、
彼
れ
.の
'目
的
に
取
つ
^
^

考
へ
た
が
故
.で
あ
る
。
彼
れ
等
馨
ふ
所
を
以
っ
て
す
れ
ば
*

一
 

般
的
貨
物
の
過
多
は
富
の一

般
的
過
剩
と
同
一
事
で
あ
り
、
4

て

Q

人
間
欲
望
の
完
全
な
論
足
と
同1

事
な
る
可
き
で
I

。
然
し
.な
が
ら
、
事
實
上
，
人
類
の
願
望
に
は
何
等
の
產
な
き
も
の
で

t

o
盡
し
、
.一
.の
不
便
が
除
去
せ
I

、
場
合
に
は
、f

に

は

斷

じ

て

思

，
ひ

も

附

か

な

か

っ

た

他

の

不

便

が

現
れ
て
來
る
か
ら
で
あ

る
？
斯
く
て
又
.、
財
富
獲
得
欲
は
現
存
欲
望
の
滿
足
と
共
に
擴
張
し
行
く
も
の
で
あ
っ
て
、
.そ
は
縱
令
ひ
、
絕
對
に
無
窮(

i
l
t
e
)

と
ば
稱
し
得
な
'.い
'f

v
ろ
、
少
く
と
も
無
定
限(

l

i

e)

と
名
附
け
ら
れ
得
可
き
も
の
で
あ
るo(ibid., 

p. 

7
.
Y

而
も
、
財
富
に

對
す
る
.熱
望
を
し
て
.無
定
限
な
ら
し
め
、
.飽
足
せ
.し
め
ざ
る
も
の
は
、■欲
望
の
種
類
及
び
之
れ
が
滿
延
に
必
要
な
る
財
貨
の
讓
が
無

窮
に
多
镣
な
る
が
爲
め
で
あ
っ
'て
、
.或
.る
特
殊
の
.對
兔
に
對
し
て
は
供
給
の
增
加
は
飽
足
..を
齎
し
、
價
値
は
消
滅
す
可
き
で
$>
-
る
0
分

量

の

'
增

加

は

結

局

或

る

一

定

Q

靈

Q

鬣
に
對
す
論
要
を
皆
無
な
ら
し
む
る
か
、
浩
し
く
は
雙
議
足
せ
し
む
？

で
あ
るO

然
ら
ば
.需
要
若
しV

.

は
欲
望
が
斯
く
し
.て
：完
全
に
滿
足
サ
-ら
る
る
，に
.際
し
..て
は
、
.價
値
.に
關
し
て
银
し
て
何
事
が
生
ず
る
で
あ
ら
ぅ

力

。

あ

ら

ゆ

る

：貨

物

：の

場

合

に

於

い

で

*
共

の

傻

値

は

滿

足

の

_

間
に
於
い
て
消
滅
す
る
こ
と
が
看
出
，さ
.る
可
き
で
あ
るO

例
へ
ば
、

水
の
場
窗
.於
い
て
、：
現
在
の
必
要
を
滿
足
せ
し
め
た
る
後
に
於
い
て
何
も
：の
か
V
淺
っ
た
な
ら
ば
、吾
人
は
之
れ
が
使
用
を
節

約

し

、

之
れ
I

蔵
し
、
：浩
し
く
2

れ
を
以
っ
て
財
產
た
ら
し
め•

又
は
他
人
が
之
れ
、I

用
す
.る
を
阻
止
す
.可
き
何
等
の
理
曲
を
も
有
す 

る
こ
と
が
な
い
o (ibid., 

p. 

1
0
.
W

口
ィ
ド
は
現
今一

般
に
使
用
せ
ら
る
、
飢
ぇ
た
■る
人
に
對
し
、
共
の
處
分
し
得
る
食
物
が
一
ォ
ン
ス
づ
、

相

次

い

で

增

加

す
る
場

合
 

を
取
っ
て
其
の
說
明
を
進
め
、
ォ
ンK

 Q

數
蓋
次
增
加
す
る
時
に
は
、
f

は
終
に
.覆

Q

確
實
な
る
特
效
藥
た
る
食
事
に
ょ
っ
.て 

笫
十
九
世
紀
饼
中
.英
幽
&

?
義
學
說
の
對
抗
2
|
.ミ
し
.て
錢
達
を
.見
た
£

界
效
用
學
說
.の
先
蹤(

む 

一

Q

7
.ん
ノ



第
十
九
I

尊

英

阈

黎
f

i

l

'

s

抗
I

t

て
i

を
見
た
る
限
#
I

說

の

翁

.

け

全

磐

し

く

はl

i

.

A

I
到
達
し
、
5

な
る
ォ
ン
ス
I

て

は

之

れI

す
る
I

f

 

I

 

 ̂

^

- 

M

b 

T

I

^

^

^

1
 

か
ら
1

”

.

.

l

l

iし
行
I

s

っ
て
、
+
堇

f

れ
た
、
I

か
れ
I

、
馨

ん

f

 

i

u

I

f

張
す
i

っ
て
、
證

I

ん

參

暴

l

i

じ
、
遂

違
I

蒙

 

f
 

f

e

o 

I

,
 

?
 

0

^

f

 
ノ

■,
-

の
農
相
異
t

l

ょ
っ
て
.
I

I

I

と

蟹

。
例
I

料
及
I

滿
足
せ
し
I

I

 

.

3

1

1

"
發
f

っ
て
表
f

 

f

 

I
。
I

碁

は

S

I

广IDld*, 

P
，
1
3
.
)

o

連

I

塵

I

f

 ニ
i

法
f

る
。
吾

人

は

い

1

1

中

時

計

層
I

卷
發
條 

る

際

に

於

け

る

が

如
"
、
I

m

f

比
較
す
I

得
可
く
、
又
、
：1

S
中
詳
が
將
さ
こ 

運
動
1

め
ん
參
る
際
g

、
S

I

殆

ん

慕
_

條
|

|

|

縮

せ

ら

る

に

い
：て
I

f

こ
i

i

l

f

吾
人
は

m

f

 

I

I

る
I

I

。
而
し
て
、
效

露

I

普
I

I

於
い
て
は
第
一
5

1

 

1

^

1

‘金

I

す
る
。
水
i

.
譽

I

す

晶

上

f

雲

も

其

i

l

i

l

中
に
I

f

有
用
の

震

大

な
る
.も
？

.は
な
い
。
：
穀
物
の
效
用.は
豐
作
後
に
於
い.て
も
、
飢
鱗
の
際
と
同一
で
あ
る
。
然
し
な
.が
ら
、
吾
人
が
慠
値
に
.；̂
 

い
てJK.

ふ
際
に
諸
欲
望
を
估
料
する
は
斯
く Q

如
き
意
味
に
於
い
て.
,，は
な
い
。
價
値Q

依
部
す
i

欲
望
は
旣
に
幾
分
か
仲
張
せ
る 

护
條
，の
更
ら
に付
張
せ
ん
と
す
る
の
傾
向
に
類
似
す
名
。
是
れ
等
の
も
の
は
貨
物
の
數
量
に
於
け
る
あ
ち
ゆ
る
變
化
と

共

に

、

又

、
之
 

れ
に
次
げ
I

對
的
欲
望
の
蹵

せ
I

赢

度
S

化
1

れ
て
變
化
す
る。
.

(

i

f
 p，1

5
0
。

斯
く
の
如
き
意
味
に
於
い
て
は

旣
に
其
.の
渴
I

し
て
、
單
に
其
：
#

を

洗

は

ん

こ
と
を
願
望
.す
る
人
に
よ
る
よ
f

渴
に
悩
ん
で
殆
ん
ど
死
せ
ん
と
す
る
他
の
者 

.に
よ
っ
て
I

せ
I

さ
と
が
大
で
あ
る
。
I

Q
依
存
す
る
は
斯
く
の
如
く
估
料
せ
ら
れ
た
る
欲
望
で
あ
る
。
そ
は
其
の
簾
と 

同一

物
で
は
な
い
が
、
而
i

れ

に

此

例

し

、

又

、

之

れ

•
.
よ

U

。
彼
れ
日
く
：r

s
究
竟
的
讓
に
於
.い
て
は
、
價
値
は
疑
ひ 

も
な
く
常
籙

さ
れ
た
る
I

と
滿
さ
れ
ざ
る
欲
望
處
S

I

Q
緊

に

於

S

て
現
f

心
胸
I

f

 

_
ず
る
も
の
で
あ

る 
J
i
o
0
b
s:
.
,
p
.
l
6
0
o

&

ィ
ト
を
以
っ
て
觀
れ
ば
奮
の
概
含
交
換
か
ら
猶
立
しV

而
し
て
之
れ
に
先
ん
ず
る
も
の
.で
あ
る
。「

諸
物
件
は
英

賢

び

其 

‘
€他
吾
人
I

知
す
る
總
ベ
て
S

々
に
於
い
て
竽
る
が
t

社
會
の
場
合
に
於
.け
る
4

し
^

气
ヒ
ン
ソ
ン
•
ク
ル
丨
ソ
丨
の 

.如
き
孤
立
せ
る
人Q

場
合
に
於
い
て
も
等
し
く
所
有
者
t

實

聲

要

性

.あ
f
.
Q
.
た
り
得
，可
き
で
I

」

。(

I

.、p. 

£

o
彼
れ 

は
又
特
殊
個
人
に
對
す
る
價
値
と
’全
集
M
に
對
す
.る
價
値Q

間
に
相
違
わ
存
し
得
可
I

I

注
意
し
、之
、れ
を
絕
對
價
値(

f

l
 

v
a
l
u
e
)

と
比
較
又
は
交
換
價
値(

c

i

p

f
 V

e

 

o
r 
f

 la
b
l
e

 

value)

と
の
間
に
存
す
る
區
別
と
稱
し
、
更
ら
に
又
、
斯
く
の
如 

第
十
九
低
.紀

黎

.英
_
社

重

霸

傲

の
對
抗
理
？

し
.て
議
を
見
た
る
限
界
数
用
學
說
の
先
蹤 

し

」

一

こ

、
ーユ」

、
.
ノ



第
十
九£

前

處

國
I

囊

£

0

:霞

議

.

S

S管

見

た
i

界

敫

七

四

、

ょ 

i

f

 

I

I

 

敎
へ

部
的
事
情
I

I

S

化
し
勝
I

る
、
而
I

I

之

れ

慶

た

i

l

l

i

u

u

r

“

u

l

i

i

l

.

p

l

' 
單 

I

I

的 

f

f

 1

.

1
 

く
.'ー

臺

で
I

。

f

 

f

I
人
i

l

l

l

f
。
產

養

て

は

有

i

 

f

 

.は
無
用
て
I

 
而
も 

x
> 

5

も
m

l

n

る
I

I

J

、
其
I

I

析

は

彼

れ

豪

的I

f

 

I

す 

マ
^

の

義

I

問

題

及

藝

法I

.
扱
？

^

マ
I

塞

I

蕾

承

，f

i

t
、
猶
|

|

|

救
|

讓

|

,

き
十
|

理
山
を”

こ
1

 

一.

I
一l

l

l

s

l

l

l

f

 

I

f

 

?

|

 

I

。

.

M

 r

 

I

, 

f

 

I

 

I

f

 

i

.
 

I

, 

f

t

 

p

 

l

 

“

l

l

l

f

i

f

 

t

l

i

 

I

f

 

!

i

f

 

f

 

i

,

l

r

l

 

§

, 

f

 

r

i
 

l

l

 

I

 

f
 

g

!

 

o
- 

0

1
 

 ̂

3

1

,

f

 

.

2

^

T
w
o

 

L
e
c
t
u
r
e
s
b

:-P

r+
-
-
h
e

 

Justice 

o
f

 

p
§

r

 

L
a
w
s
,

 

a
n
d
.

 o
n
e

 

L
e
c
t
u
r
e

 

o
n
-

穴

異 

d
e
l
i
l
e
d

 in 
the 

U
ni
v
e
r
s
i
t
y o

f

 

O
x
f
o
r
d

:pM
i
c
n
a
d
m
a
s

 

T
e
r
m

 

1836, 

1
8
3
7

 ; 

Lectures 

cn 

Population,. Value, 

F

I
 L

a
w
s
,

莨
 

Rent, 
delivei：ed in the 

.

U
n
i
v
e
r
s
i
t
y

 

o
f

 

O
x
f
o
r
d

 

d
u
a
n

巧 the 

y
e
ars 

1
8
3
2
,

 

1
S
3
3
,

 

S
3
4
,
.

 

I
s5, 

a
n
d

 

1
2
6
'
1
S
3
7
0
O

 

(
E
c
o
n
o
m
i
c

 
H
i
s
t
o
r
y

rI

l

 ̂

-
o 

w
o
o
o
o
s
^

 

b
y

 

J. 

M
.

 

K
e
y
n
e
s

 

a
n
d

 

D
,
H
:

 

M
a
c
s
e
g
o
r
,

 

V
O
L

 

I 

(
1
9
2
6
-
1
9
2
9
)
，
1
9
2
9
,

 

l
^
r
l
s
; 

s
e
l
i
g
m
a
a

 
て op; cit., 

pp. 

3
5
6
-

-S3
.:)。 

：

fn
b
ほ
彼
れ
が
.中
潘
大
學
に
於
け
る
經
濟
學
講
座
を
檐
任
す
る
以
前
に
於
い
て
出
版
せ
る
も
の
にPrices 

of C
o
m
:

 i
n
o
x
f
o
r
d

 

in 

the b
e
g
l
n

-an
g

 

of the foiirteenth c
entury: 

also 

f
r
o
m

 

the year 

1
5
S
3

 

to the 

present 

time, 

100
3
0
,が
あ
る
。
此
の
著
は 

其
の
後
、同
講
座
を
®
任
せ
-る
y
i 
ロ
ル
ド
•
ロ
ジ
ャ
ー
ス(

J
a
l
M

a.
'a3

T
h
o
r
o
M
R
O
g
e
r
s
)

の
更
ら
に
浩
m

な
る
著
^

>.
s
f
y 

Q
f 

>

l

l

p

&
 

Prices in 

E
n
g
l
a
n
d

 

1259.17.93, 7

 

I

 

l

£

l

.を
想
起
せ
し
む
る
も
の
が
あ
る
i
云
は
れ
て
ゐ

る
。

.

.

. 

.
•■' 

へ
：
 

.

.

.

.

.
 

.

ハ
丨
ラ
ッ
ド
9
 

F. H
a
r

.Ho
d
)

氏
日
く
、

「

，
ロ

イ

ド

は

ジ

ェ

•
ウ

ォ

ン

ズ
流
の
最
終
效
用
の
概
念
を
豫示
し
た
。
ジ
工
ヴ

オ
シ
ズ
が
幾 

分
喇
叭
を
聲
高
に
響
か
せ、n

.

へ
.ル1

カ
ス
的
萆
命
を
ほ
の
め
か
し
て
之
れ
を
公
に
し
た
に
反
し
-
口
イ
ド
は
出
版
の
言
譯
と
し
て
ド 

.ラ
ム
ォ
ンド

！！

座
の
規
定
が
之
れ
を
要
求
す

る
旨
を
辯
疏
す
る
の
必
要
を感
じ
た
。
學
問
は
ロ.
イ

ド

の

謙
通
に
.由

つ

て
損
害
を
蒙
つた」 

と
？ (

A

は Early Exposition, o
f

..-Final 

u
t
i
l
i
t
y
.
s
l
M
s
n
o
m
i
c

 history, 

op. 

C
F 

p. 

1
6
9
0
0

.(

七
リ
•
.
'
. 

- 

.

.

.

第
十
九
器
前
平
英
國
社
會
主
義
學
說
の
對
：

g

理
論
€
し
て
發
達
を
見
た
る
限
界
效
用
雲
の
先
蹤 
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2 

I

t

i

裏

I

I

論
|

發
達
|

限
f

 

I

 

£

、

更
ら
に
完
全
な
る
限
界
效
用
學
說
の
豫
示
は
ロ
ン
グ
フ
ィ
ル
ドr

M
O
U
I
r
t

 L

 

. 

¥

I

I

 i
n

l
t

y
l

 

M

f

f

f
 

H

I
 

I

 

s

s
 

、
、
、

’

o

f
 

I

I

 

s 

I

E

 

w

o

o

l

!

?

l

大
f

職
f

 
!

て
後
、海

寄

！

? ^
!:
?

^

^
 

ロ

; f
"
ル
ド
は
前
述 

、
於
け
る
經
濟
學
I

f

最

初

に

檐

任

せ

る

人

で

：

フ
丨
支
學
ツ
リ

,

ィ
•力
レ
ッ
デ
に

I

f

 養

I

 
一
 

1

}

^

0

1
 

1

定
の
效
用
I

ば
、一

物
件

が
何 

士
な
か
る
可
I

Q
に
對
し
セ
何
f

の
f

を
與
へ
f

f

 

0

1

 

.

1

の
1

若
し
く
は
塞
I

望
せ
し
む
る
こ 

'な
が
ら
，
.

I
等
か
の
效
用
翁
し
た
な
I

、 

ー^ (
^

^

“
ヵ
|

|

ぁ

る

。
.
然

し 

事
情
に
f

_

蝥

に

I

す

倉

.倉

專

了

-

研
f

を

I

の
I

重
要
な
る
部
門
を
驚
す
る
他
の

物
が
相
異
|

益

.r

. 

效
用
の
貧
の
尺
度
は
價
値
で

I

、
而
し
て
等
し
き
效
用
を
有
I

l f
%

I I
l i

:

y

等
I

及
S

纖

蒸

它

I

f

ぬ
。
.
f

 

I

f

 

f

 

i

f

書



菸
十
九
佌
紐
前
や
英
國
社
會
生
義
學
說
の
.對
拉
理
誨
>ト
し
て
發
逮
を
見
た
.る
限
界
效
形
學
說
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能

 

七
八

(

三
六
六)

. 

も
の
&
價
値
に
比
例
し
て
彼
れ
に
取
つ
て
最
大
な
る
效
用
を
有
す
る
も
の
た
ら
し
む
可
く
、換
言
す
れ
ば
、是
れ
等
の
も
の
を
し
て
あ
ら 

ゆ
る
他
の
等
し
き
價
値
の
所
有
よ
り
も
，
彼
れ
の
幸
福
及
び
彼
れ
の
欲
望
の
滿
足
と
彼
れ
の
願
望
の
滿
悅
に
よ
、/
多
く
貢
献
せ
し
む
る 

の
目
的
に
資
す
る
。
斯
く
て
交
換
の
行
は
る
X
際
に
は
、
之
れ
に
對
す
る
各
當
事
者
は
其
の
手
放
す
物
品
に
對
し
て
、^ ,
ん
に
、

て、、
 

更
ら
に
.火
な
る
效
用
を
有
す
る
或
る
物
を
收
受
す
る
に
よ
つ
て
或
る
物
を
利
得
せ
る
こ
と
を
推
究
し
て
大
過
な
き
も
の
で
あ
る
O'
如
可 

に
し
て
價
値
が
測
定
せ
ら
る
、
か
は
、
.初
め
は
甚
七
く
重
要
な
る
の
觀
な
き
事
柄
で
あ
る
。
洵
に
".勞
働
は
總
べ
て
の
貨
物
の
價
値
の 

眞
尺
度
で
あ
る
と
稱
せ
ら
れ
る
。
然
し
な
が
ら
，

ロ
ン
グ
フ
ィ
ル
ド
を
以
つ
て
觀
れ
ば
、
值
値
が
惟
り
價
値
に
よ
つ
て
測
定
せ
ら
る
、

. 

も
の
で
あ
り
、
其
の
量
が
全
然
割
合
に
依
#
す
る
も
の
で
あ
り
、
而
し
て
一
の
尺
度
が
他
の
も
の
に
比
し
て
ハ
い
眞
實
の
尺
度
と
は
呼 

ば
れ
得
な
い
こ
と
は
十
分
に
明
か
で
あ
る
。(ibid., 

pp. 

2
7
-
2
8
.

 )

o

彼
れ
は
此
の
點
に
於
い
て
べ
J

ィ
と
等
し
く
相
對
主
義
を
主 

張
す
る
。

. 

•

ロ
ン
グ
フ
ィ
ル
ド
以
爲
ら
く
、
勞
働
は
疑
ひ
も
な
く
價
値
の
最
良
の
尺
度
で
は
あ
る
が
、
而
も
そ
は
疑
ひ
も
な
く
之
^
が
雄
ー
の
眞
4
 

尺
度
で
は
な
い
と
。
凡
そ
如
何
な
る
貨
物
と
雖
も
、
之
れ
が
價
値
に
し
て
其
の
價
値
の
測
定
せ
ら
る
可
き
物
品
の
其
れ
と
直
接
に
比
較 

せ
ら
る
\
を
許
す
と
し
た
な
ら
ば
、
價
値
の
尺
度
と
し
て
役
立
つ
可
き
で
あ
る
。
而
も
、
勞
働
が
特
に
這
般
の
目
的
に
適
す
る
は
、
礙 

造
品
の
如
き
多
數
の
物
品
に
從
つ
て
は
、
其
の
構
成
せ
ら
る
i
原
料
品
の
價
値
以
上
に
出
で
た
る
全
體
の
債
値
が
楚
れ
等
の
も
の
に
^

い
て
使
用
せ
ら
る
V
勞
働
よ
り
取
得
せ
ら
れ
又
楚
れ
に
由
つ
て
測
宛
せ
ら
れ
、
而
し
て
原
料
品
に
關
し
て
す
ら•

其
の
價
値
が
之
れ
を 

坐
產
す
る
.に

必

要

な

る

勞

靈

よ

り

取

得

せ

ら

る

、
か

浩

し

く

毖

れ

に

-
5

つ
て
测
定
せ
ら
る
4

得
る
同
一
貨
物Q

あ
ら
ゆ
る
也
の

等
ニ
量
と
.等
し
き
價
値
の
も
の
た
る

1

定
部
分
が
常
に
稆
す
る
の
事
實
か
ら
生
ず
る
。

(ibid., 

pp. 

3
1-32.)

。

而
し
て
ロ
ン
グ
フ
ィ 

.ル
ド
は
勞
働
が.財
產
の
寒
礎
た
る
こ
と
を
立
證
す
る
が
爲
め
に
ジ•ン
•
口
ッ
ク
に
ょ
つ
：て
使
用
せ
ら
れ
た
る
推
理
め
誤
_
を
指
摘
し
、 

而
し
て
勞
働
.が
或
石
一
定
貨
物
の
價
値
の
適
當
な
る
、
即.ち
有
用
な
る
尺
度
た
，る
が
爲
め
に
は
、
該
貨
物
の
'全
佻
給
が
興
の
價
値
を
全 

然
、
其
の
生
產
に
毀
さ
れ
た
勞
働
か
ら
取
得
す
可
き
こ
と
を
必
要
と
し
な
い
と
說
い
て
ゐ
る
。
爾
餘
の
部
分
み
等
し
き
價
値
の
一
定
部 

分
が
、
斯
く
し
て
、S-
は
V
、
之
れ
を
創
造
せ
る
勞
働
に
分
解
せ
ら
れ
得
る
と
し
た
な
ら
ば
、
十
分
で

.あ
る
。
實
際
上
總
べ
て
の
.
貨
物
中 

■

に
は
幾
分
斯
く
の
如
き
部
分
が
存
在
す
る
。
而
し
て
彼
れ
は
•愛
に
限
界
坐
.座
費
說
を
表
明
せ
る
も
のと
推
想
せ
ら
る
i
章
句
を
揷
入
す 

，る
。
‘

E

 
く
、
興
の
價
値
が
斯
く.の
如
く
し
て
測
定
せ.ら
る
\
を
許
す
あ
ら
ゆ
る
貨
物
の
部
分
は',
吾
人
が
最
も
不
利
な
る
狀
態
と
呼
ぶ 

.可
き
.も
.の
、
下
に
於
い
て.、
換
言
す
れ
ば
、
這
般
の
貨
物
の
或
る
一
定
量
を
虫
產
ず
る
が
爲
め
に
勞
働
の
最
大
な
る
投
費
を
要
す
る
狀 

態
0
下
，に
於
.い
て
生
產
せ
ら
る\
部
分
，で
あ
る
と0 

(ibid., 

P
P
V
3
4
-
3
5.}。

殆
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
貨
物
の
坐
產
債
格
若
し
く
は
自
然
價 

値
は
斯
く
の
如
き
方
法
に
於
い
て
测
定
せ
ら
る
，
、
こ
と
が
出
來
る

0
洵
に
例
外
は
極
め
て
少
數
で
あ
つ
て
ノ
經
濟
學
に
於
い
て
は
殆
ん 

ど
全
く
重
要
性
を
有
せ
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
*
彼
れ
ば
其
の
全
價
値
を
其
の
薇
少
性
ょ
り
取
得
じ
、
' 之
れ
を
興
の
生
産
に 

伴
べ
る
勞
働
か
ら
誘
德
す
ぎ
と
と
の.な
い
物
品
、若
し
ぐ
は
、
更
ら
に
正
し
く
言
べ
ば
、
典
の
坐
產
.に
勞
働
の..
1定
*'
を
投
費
す
.る
の 

必
要
以
，外
の
或
る
原
因
か
ら
其
の
供
給
の制
,
せ
ら
，る
X

物
品
の
存
在
.す
る
こ
.と
を
指
示
す
る
こ
と
を
#
つ
，
て
ゐ
な
.い
o 

Q

^

f 

.
3
3
-
3
5
0
0
;

 

. 
:

.次
い
で
、
彼
れ
は
第
三
講
に
於
い
セ
、
か
の
マ
カ
ラ
ッ
.ク
が
、
等
し
き
勞
儆
量
の
產
物
が
常
に
ぎ
確
祀
同
1
の
眞
實
價
値
を
有
せ
ざ 
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第
十
九
世
紀
前
半
英

g

社
會
主
義
學
說
S

抗

議

w

し
5

逢
を
息
た
る
緊
效
用
學
說
©
先
般
 

S
 

(

三」

、
.‘
ノ 

る
を
得
ざ
る
I

I

證
.す
る
.が
爲
め
运
用
せ
る
證f
 

8

し
、
：
而

し

て

勞

働

が

不

雪

で

I

身

ふ
意
味
に

於 

慎
膂
度
に
非
ざ
る
こ
と
を
主
張
す
る
。

(ibid., 

pp. 

4
2
-
4
4
0
。

或
る
一
定
の
貨
物
が
人
間
の_

に
取
つ
て
如
何
に
有
用
であ
り
、 

若
し
く
は
必
要.で
あ
っ
て
す
：ら
，
或
ス

V
I
,

定
の
個
人
が
消
變

る
の
念
又
は
其
の
.必
要
が
彼
れ
を
し
て
、
若
し
之
れ
拿
放
す
に
ょ
っ
て
彼
れ
が
其
の
享

樂

に

れ

以

上

に

‘貢
献
し
得
る
何
等
か
の
物 

件

を

取

得

し

得

る

な

ら

ば

彼

れ

が

一

定

の

配

分

以

上

に

領

有

す

る

總

.
ベ

て

Q

もQ

を
手
放
さ
し
む
可
きq

事
實
か
ら
し
て
交
換
は
發 

孛

る

:.
°(

l

f
 p. 4

4
.)。

或
る
者
が
馨
し
而
し
て
消
費
せ
ん
と
意
圖
す
る
こ
と
の
な
い
或
る
貨
物
の
部
分
が
供
給
と
稱
せ
t

、 

之
れ
と
交
換
し
て
或
る
物
を
與
へ
ん
と
ず
る
の
意
向
が
需
要
と
呼
ば
れ
る
。(

I

。5
5

0
。

あ
ら
ゆ
る
人
は
彼
れ
I

Q
手
放
す 

財
貨
5

し
て
能
ふ
限
り
多
ぐ
を
取
得
せ
ん
こ
と
を
欲
す
る
も
の
で
あ
り
、
斯
く
て
又
、
あ
ら
ゆ
る
人
は
其
の
能
ふ
限
り
屢
に
I

'
 

高

價

に

販

'が

ん
こ
と
I

望

す

る

。

(

I

 P. 

4
5
0 “
ン
グ
フ
ィ
ル
ド
は
進
ん
で

供
給
と
麗
と
.
0間
の
對
等
を
確
保
す
る
相
互

馨
の
作
用
S

細
に
叙
述
す
る
。

(

_

,
 pp. 

4
6
-
4
7
0
。

.■.震

の

、供
給
及
び
需
麗
の
調
整
の外
、
或
る一

定
貨
物
の
生
_

即 

ち
自
然
憤
値
はI

其Q

霧

Q

上
に
f

重

霞

る

影

響
.及
？

。
屋

浮

供

給

を
■

し
、
之
れ
を
交
換
價
値I

鑛

値 

と
の
間
の】

致
を
生
ず
可
き
需
要
に
對
す
る
割
合
に
可
な
り
に
近
く
保
持
す
るo 

(

g
f"
p
. 

4

0

o

ロ
ン
グ
フ
ィ
ル
ド
は
第
六
講
に
於
い
て
.、
あ
ら
ゆ
る
物
品
の
價
値
は
需
要
及
び
供
給
に
依
得
し
、
而
し
て
間
接
に
は
あ
ら
ゆ
る
貨
物 

グ
效
用
並
び
に
ヲ

生
鹿
®

は
#
:
€

價
格
ゆ
上
に
影
響
を
有
ず
る
3m

を
.再
說
す
る
o

價
格
は
供
給
及
び
有
效
需
要
即
ち
實
際
に
其
の
物 

口？
のP

入T

泊
し
く
は
指
費
に
.^
す
る
需
要
個
の
對
等
を
生
ず
る
犯
十
分
な
る
高
た
る
可
き
；.で
あ
る
。
次
い
.で
、
彼
れ
は
需
要
の
本
®

な

.

.び
に
懷
格
及
び
«'
値
に
及
ぼ
す
其
0
影
響
を
檢
討
す
る
0
或
るr

定
貨
物
に
對
す
る
或
る
一
定
の
人
の
需
要
の
强
度
の
尺
度
は
彼
.れ
が

依
然
.と
し
て
之
れ
を
有
す
る
こ
と
の
な
い
狀
態
に
殘
#
す
る
よ
り
も
、
寧
ろ
進
ん
で
之
れ
に
對
し
て
與
へ
ん
こ
と
を
欲
し
、
且
つ
與
ふ

る
を
得
る
高
で
あ
る
。
彼
れ
は
先
•つ
.第
.一
に
價
格Q

上
に
何
等Q

影
響
を
も
及
ぼ
.す
に
足
るQ

强
度
を
有
す
る
/

J

と
の
な
い
需
要
の
存

在
し
得
る
己
と
を
說
く
の
で
あ
る
が
、
而
も
猶
ほ
、
縱
令
ひ
實
際
的
購
入
を
來
さ
し
む
る
に
足
る
の
强
度
を
有
す
，る
こ
と
が
な
い
に
し

ろ
、
價
楮
に
影
響
す
'る
辯
要
の
存
す
る
こ
と
を
認
め
る
。
其
の
一
例
た
る
も
の
は
、
現
在
の
傻
格
に
於
い
て
は
購
入
せ
ん
と
せ
ざ
る
?>
;
、

.
而
も
、
輕
微
な
る
偁
減
が
生
じ
た
な
ら
.ば
、市
場
：に
來
つ
て
購
入
_を
爲
す
可
き
者
：の
需
要
で
あ
る
0
斯
く
の
如
き
需
要
は
常
に
#
柱
し
、

而
し
て
、
競
賣
に
際
し
て
其
の
附
値
の
高
が
實
際
牆
入
者
の
其
れ
に
次
げ
る
人
の
其
れ
と
恰
も
等
し
く
價
格
を
下
落
せ
し
め
ざ
る
の
影 

響
$:
•
有
ず
る
。(ibid., 

pp. 

111-112.

ン。

彼
れ
は
菌
ら
に
進
ん
で
、
相
異
れ
る
人
々
の
間
に
於
け
る
需
宴
の
强
搜
は
彼
れ
等
が
都
合
好
く
行
ふ
の
力
.あ
る
他
の
•物
件
の
®
^
に 

從
つ
て
相
違
す
f

*
總
べ
てQ

者
は
需
要
供
給
を
均
等
な
ら
し
む
る
同j 

Q

相
場
即
ち
惠
價
格
に
於
い
て
其
腐
入
を
遂
行
す
可 

.き
こ
と
を
指
摘
す
；る
。
今
若
し
價
秸
が
斯
く
の
如
き
額
以
上
に
一
度
位
引
き
上
げ
ら
れ
ん
と
し
た
な
ら
ば
、
此
の
變
化
に
よ
つ
て
購
入 

者
た
る
こ
i
な
き
に
.至
る
可
き
需
要
者
等
は
、
其
の
需
要
の
强
度
：が
.正
確
に
鐘
き
の
價
楮
に
よ
つ
て
.測
定
せ
ら
る
可
き
者
で
な
け
れ
ば 

.な
ら
ぬ
C

變

化

の

行

は

る

、
以

前

に

於

い

.

て
は
、
よ
り
强
烈
な
^
ざ
る
需
要
は
購
入
を
來
さ
し
む
る
こ
と
が
な
か
つ
た
、
而
し
て
_
yb 

の

行

は

、
る

V
以
後
に
.於
い
て
は
、
よ
り
强
烈
な
.る
需
要
.は
尙
ほ
購
入
l：
1
來
さ
し
む
可
き
.で
あ
ら
ぅO

斯
く
•て
市
場
慣
格
：は
、
t
少
の
-强 

度
を
有
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
而
も
猶
ほ
實
際
の
購
人
を
來
さ
し
む
可
き
需
要
に
i
つ
て
測
定
せ
ら
る
ゝ
。0
8:
尹

•?
|—
»
一
S

。 
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笫
十
.九
世
紀
前
半
英
國
社
會
主
.義
學
說
，の
對
抗
理
論
そ
して
發
達
を
見
.た
る
.限
界
效
用
學
說
の
，先
蹤 

八

一

一

(

三
b
o〕 

n

ン
ダ

フ.ィ
'•'ル
ド
は
其
の
論
歩
.を
進
め
：て
.、
霤
だ
，に
需
要
'の
强
度
が
相
異
れる
場
合
に
於
い
：て、
又
、

相
異
れ
.る
個
人
間
..に
於
い

て 

變
化
す>る
の
み
な
：ら
ず
，
幾
多
の
場
合

.に

於

い

て

同

，
ー

.人
：は
自
己0內
に
相
異
れ
る
.强
度
を
有
す
る
種
々
な
る
需
要
を
有
す
る
も
の
と 

稱
：せ
ら
れ
得
る
：

こ
と
を
指
示
す
る
.ゃ
食
料
品
の
消
費
は稀
少
.に
.基
け
る
價
楮
のあ
ら
ゆ
る
增
加
と
共
に
減
少
ず
可
き
で
あ
る
。
斯
く
て
、 

或
るI

定
の
人
が
慎
格
騰
貴
の
結
果
消
費
する.

こ
と
な
き

に
室
る
部
分
、
.
若
し
く
は
價
格
が
下
落
す
可
し

と

し

た

な

，ら

ば

、
彼̂

が
消 

費
す
可
き
附
.力
^
:部
分
は
彼
れ
の需
要
<D
.強

度

か彼
れ
.を
抑
制
し
て
之
れ.を
騰
人
す
■るこ
と
な
■か
ら
し
む
る
高
價
格ょ
o

も
少
な
く
、
' 

又
、

彼
れ
を
し
て
之
れ
を
消
費
せ
し.む
可
き
«
債
格
，に
正
確
に
等
し
き
所
の
も
の
，
で
あ

'る
0 (ibid., 

p. 

1
1
4
0O
斯
く

0
如
き
推
匪
の
.
 

連
系
を
相
次
げ
る

稀
少
の
度
位
及
び
其
の

結
果
た
る
高
價
格
を
通
.じ
.て
續
行
し
、

ロ'シ
グ
.フ
ィ
ル
ド
は
、
各
個
人
は
、
言
は
ゴ
、
•自
己
. 

の

ー

內

に

順

次

增

加

し

つ

、
あ

る

强

度

；

&

要Q

系

列

を

孝

t

と
、
.或

る一

定S
'

に
於
い
て
購
入
を
來
さ
し
む
る
這g

Q

系
列
の
最 

®
度
位
は
貧
富
雨
考
に
對
し
て

正
確
に
同

一
で

あ

り

、
.
而
し
て
市
場
の
價
格
を調
整

す

る所
の
も
の
な
るこ
と
-
又

、
富
者
の
場
合
に 

は
貧
者
.の場
合

.
に

於

け
る
ょ
り
も
其
の
消
費
の
：減
少
'に
準
じ
て
此

：
の.系
列
即
ち
其
の
、需
要
の
砠
畠
は
一
層
急
速
に
增
加
す
る
こ
と
を
論 

結
す
る
。(

i
b
i
f

 

P

.-
1
1
5
0
O
斯
く
て
ロ
シ
グ7
ィ
ル
ド
•
.は.啻
だ
に
需
要
供
給
間
の
，方
程
武
の
佻
給
側
.に

於
け

る
坐
產
費
の
影
響
を
明 

示
.せ
る
の
み
な
ら
ず
、
：

I

而
要
侧
に
も
亦
、
注
意.を
拂
ひ
、
限
界
需
要
の.
.學
說
を
表
明
し
た
の
、
で
あ
るo

a

シ
：グ
フ
ィ
ル
ド
は
、
利
寧
を
以
つセ
、

需
要
側
に
於
い
て
は.、
資
本
.の
'限
界
的
價
値
生
產
力
に
由
り
、：
又
、供
給
側
に
於
い
て
は
、 

者
が
進
.ん
で
將
來
に
對
し
て
現
在
を犠
牲
た
ら
し
め
ん
と
す
る
の
程
度
に
由
つ
て
決
定
せ
らf
も
の
‘と
し
て
說
明
す
る
。
資
本 

は
,
生
產
物
が
消
費
奢
に
寶
却
せ
：ら

.る

.
\に
先
き
立
っ
て
、
勞
作
者
の
...勞
働
の

；
價
値
を
彼
れ
に
前
拂
し
、
又'、

器

具

、

道
具
.及

び

機
械

を
榮
働
#
に
佻
給
し
.て
勞
働
者
を
物
質
的
に
援
助
し
、
彼
れ
を
し
セ
吏
ら
に
生
產
的
な
'ら
し
む
る
に
資
す
る
に
出
つ
て
贫
用
な
る
も
り
. 

で
あ
る
。(Ibid., 

p
*

100
7
.

)

。'然
し
な
が
ら
*
勞
働
者
に
對
し
て
斯
く
の
如
き
方
法
に
於
い
て
援
助
を
與
ふ
か
機
械
の
所
有
漭
は
之
れ 

が
價
値
、之
れ
が
使
用
よ
.り
受
く
る
損
寄
、
並
び
に
.之
れ
が
貸
與
せ
ち
.る
i
期
間
に
準
じ
て
其
の
使
用
に
對
し
.て
变
拂
は
る
、
も
の
で
あ 

つ
て
，
勞
働
の
能
率
.;?
:
增
加
す
ん
上
に
，於
け
る
其
の
.效
果
に
.準
ず
る
も
の
.で
な
い
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
斯
く
の
如
き
は
資
本
を
使
用 

す
る
種
々
な
る
方
法
の
總

ベ

て
の利
益
及
び
不
利
益
の
間
に
均
等
を
生
ぜ
し
び
る
競
爭
原
理
の
直
接
の
結
双
で
あ
る
。
或
る
機
械
の
所 

裔
者
.が
共
.の
：
使

用

：
に
：
對

：
し

.て
同
，一

價
値
及
び
持
續
性
を
.有
す
る
他
の
.も
の
，.、
所
有
奢
.よ
り
も
多
く
を
取
得
し
得
た
と
し
た
な
ら
ば
、
人
. 

々
.は
後

者

よ

、り
も
寧
ろ
前
苕
を
購
入
し
、
..
斯
く
.て
：又

技

工

は

之

れ

を

製

.

避
し
、
遂
に
は
各
々
•の
利
潤
は
其
の
水
準
に
歸
せ
し
め
ら
る
可
. 

き
セ
あ
る
。
道
般
の
水
準
は
能
率
少
な
き
機
械
に
よ
^
て
.決
定
.：せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
0
盡
し
I
其
.の
使
用
に
.對
L
て
支
柳
は
る
、 

高
は
斷
じ
.て
そ
が
勞
働
者
に
與
ふ
る
援
助
の
價
値
を
超
過
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
が
故
で
あ
るO 

(

i
s
。
p
v
loo
7
-
1
8
?°
v0
資
本
に
'-i
i
:
-
. 

い
.
.て
は
、
富
を
自
己
の
直
接
滿
足
の
爲
め
に
消
費
す
る
こ
と
な
く
i
.
.
之
れ
を
資
本
と
し
.て
使
用
す
る
其
の
所
育
者
に
よ
っ
て
'行
は
る
、 

將
來
..に
對
す
る
現
在
.の
犧
牲
を
除S

.

て
ば
i
';
;
本
來
.何
等
の
坐
產
費
.̂
#
せ
.ざ 

(ibid., 

P
.

1
9
0
0
:
.

，彼
れ
は
其Q

.

賃
銀
論
に
於
い
て
も
亦
、
.限
# .

生
產
ヵ
說
を
豫
承
す
る
。
.彼
れ
は
生
存
費
賃
銀
說
を
拒
，否
：し
、
勞
働
者
の
質
鈒
は
彼
れ 

の
.勞
^

◎

債
値
に
依
存
す
.る
も
の
で
あ
つ
.
て
、
先
，天
的
た
る
と
後
天
的
た
る
と
.を
問
は
ず
、
彼
れ
の
欲
望
に
依
#

す
る
も
の
に
非
ざ
る
こ 

i

を
論
爭
す
る
; 0
•
彼

れ

の

.
欲

望

及

び

必

要

が

* '

の
勞
働
の
賃
銀
の
.
ゼ
に
或
る
影
響
を
及
ぼ
ず
i

し
た
な
ら
ば
、
そ
は
入
.ロ
の
臂
ll
n

lt
:

及
-'
'
.
' 

ぼ
す
其
の
.影
響
に
よ
つ
て
生
ぜ
し
め
ら
る
、
.
間
接
且
つ
第
二
次
的
の
も
の
で
.あ
：る
0 
,

ロ
'ジ
グ
ア
ィ
ル
ド
は
联
に
經
濟
學
に
在
つ
て
は
* 

笫
十
九
世
紀
前
半
英
國
社
#

主
義
學
說
の
對
抗
•理
論
ミ
し
：て
發
達
を
.見
.た
る
限
界
效
招
事
說
；の
黹
蹤
；：；
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.紙
十
九
世.紀
前
令
英
國.社
會
主
義
學
說
の
對
拔
理#'
e
.し
て
，致.達
を
^
た
る
限
界
效
肚
學
就
の.
.先5̂
.
八
四
へ
一
一
一
i-
w 

一
或
る.一
定
現
象.

Q
’

第
一 

'若
し
ぐ
は
直
接
の
置
ど
其
の
影
響
が
遙
遠
若
し
ぐ
は
第
一
表
的
な
る
も
の

.^:
お
周
到
‘に
戚
別
ず
可
き
こ
と
を 

丨
主
張
ず
る
？(.1

げId,, 

J
>
p
.
.
.
2
o
6
.
2
o
7
‘
.

)

o 

.勞
働
の
，
賃
銀
は
あ
ら
ゆ
る
他
物
の

'
.交
換
價
値6
等
し
く
供
給
と
需
要
扣
の
ハ
間

.の
翻
系
.に
衣
 ̂

'
し
^
け
れ
‘ば
な
ら
ぬ
o
-而
し
.て
其
の
供
給
が
，現
存
勞
働
者
の
種
縄
か̂-
'成
る
こ
ど
?)
:
亦
明
か
セ
あ.：る
0
、
然
も
：、
其
'の
.辯
毁
は
|»
1
-に
衣
 ̂

す
る
か
。.
疑
ひ
も
な
く
、
勞
働
者
の
大
多
數
の
場
合.に
は
、
其
0
需
耍
は
彼
れ
等
が
行
ひ
得
ろft
事
の
效
用
浩
し
く
は
價
値
に
よ
つ
て
坐 

ぜ
し
め
ら
れ
る
タ.婢
僕
及
び
通
常
不
隹
產
的
と.名
附
け
ら
る
人.勞
働
者
は
他
の
泉
源
よ
り
生
ず
る
悪
本
に
よ
つ
て
維
持
せ
ら
れ
な
け
' 

ば
な
ら
ぬ
が
勞
値
者
の
大
集
圑.は
彼
れ
等
の
勞
働
の
收
益
若
し
く
は
共
の.收
益
.の
惙
格
か
ら
支
拂■は
れ
な
け
，れ
ば&■
ら
ぬ'o

へibid.' 

pp. 

209-210.)-

°

各
.々

の
勞
働
者
が
收
受
す
可
き
物
品
の
配
分
は
其
の
全
慎
値
O'
幾
許
が
勞
働
よ
り
成
ぼ
、
.又
フ
幾
許
が
利
湖
よ
り 

成
る
か
を
針
算
し
、
而
し.て
後
、
各
人
の
勞
働
の
分
量
及
び
價
値
に.準
じ
.て
勞
働
者
等
の
間
に
前
の
配
分
を
分
割
す
る
に
よ
'つ
て
看
出
. 

さ
れ
る
。(Ibid., 

P
P
/
2
1
1
-
2
1
2
0
0

勞
働
者
の
眞
賃
銀
、
即
ち
生
活
の
必
要
品
及
び
望
品
に
對
す
る
彼
れ
の
支
配
は
、
金
然
、
利 

潤
^
及
.ひ
勞
働
の
賃
銀
が
費
さ
るi
を
常
と
す
る
物
品
を̂

0

ず
る
勞
働
の
能
率
：に
依
存
す
可
き
で
あ
る

<
Y
S
^
P
,

 

212. )

0「

务
© 

の
質
銀
率
.は
利
满
_
と
勞
働
の
員
|1
の
支
拂
，は.る
、
諸
■貨
物
の
.製
作
に
使
傭
せ
ら
る\
^
«5
の
‘坐
產
性
に
依
存
す
る
？
斯
く
て
又
、
勞 

修
卷
の
队
樂
は
禾
測
.
其
'の
勞
働
の
相
對
的
價
値
及
び
彼
れ.が
其
の
賃
銀
を
消
費
せ
ん
と
欲
す
る
貨
物
の
製
作
に
使
傭
せ
ら
る
、 

勞
働
の
注
產
性
に
依
存
す
可
き
で
あ
るJo (ibid., 

p
p
.
,
2
1
5
-
2
1
6.、

'

斯
く
て
彼
れ
は
機
械
が
賃
銀
を
減
少
す
る
の
可
能
性
を
拒
否
す
る
。
吾
人
は
更
ら
に
低
廉
に
、
即
ち
勞
働
賃
銀
溶
し
く
ば
利
澗
率
に 

■
於
け
る
何
等
か
の
減
少
と
は
關
係
.な
く
ー
史
ら
に
泜
廉
に
貨
物
を
生
產
す
る
の
目
的
に
對
す
る
の
外
は
、
斷
じ
て
機
械
て
ま
«
す
る
こ
と

な
か
る
可
き
で
あ
る
。
斯
く
の
如
き
減
少
は
機
械
と
は
關
係
な
く
、
之
れ
に
對
應
す
る
價
枱
の
減
少
を
坐
ず
可
き
で
あ
る
o ,

是
.に
於
い 

て
乎
、
利
澗
が
附
加
せ
ら
れ
た
ょ
り
も
以
上
に
、
勞
働
が
生
產
費
か
ら
按
除
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
-
而
し
て
各
人
の
勞
働
は
そ
が 

獲
き
に
購
入
し
た
ょ
り
も
多
く
の
物
品
を
牆
入
す
可
き
で
あ
る
。

(ibid.,. pp. 

2
1
S
2P)

。
農
業
勞
働
の
生
產
力
は
減
少
す
る
の 

傾
向
を
有
す
る
。
斯
く
の
如
き
は
重
大
な
る
禍
害
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
人
は
大
地
の
產
物
釔
使
用
す
る
の
必
要
を
有
す
る
。
而
し
C
ハ 

り
多
く
の
勞
働
が
穀
物
の
同
一
量
を
生
産
す
る
が
爲
め
に
必
要
と
爲
る
が
故
に
、
同
一
勞
働
量
の
賃
銀
は
以
前
に
等
し
き
穀
物
を
購
入 

す
る
こ
と
を
得
な
い
。
隨
っ
て
又
-
勞
働
者
は
自
己
及
び
其
の
家
族
の
绝
計
に
備
ふ
る
の
困
難
が
增
加
す
る
を
看
出
す
の
で
あ
る
。人

.. 

ロ
の
增
加
も
亦
、
利
潤
率
を
則
き
上
げ
、
斯
く
て
又
、
賃
銀
率
を
引
き
下
ぐ
る
傾
向
を
有
す
る
。
此
の
最
後
の
傾
向
は
*資
本
蓄
镇
の
- ̂

加
に
ょ
.つ
て
中
和
せ
ら
れ
る
。
然
る
に
生
活
.の
資
を
得
る
が
爲
.め
に
劣
等
な
る
土
嬢
に
依
賴
す
る
の
必
要
よ
り
坐
ず
る
禍
害
は
恐
ら
く 

は
社
會
の
逃
步
に
連
れ
て
生
ず
可
き
他
の
事
情
に
.ょ

っ

て

制

腮

せ

ら

る

、
を

得

可

き

で

あ

る

O

農

業

の

.
改

良

、
'
改

良

せ

ら

-
れ

た

る

分

勞 

の
仕
組
及
び
製
造
業
に
於
け
る
機
械
使
用
の
M
§§
は
勞
働
者
を
し
て
以
前
ょ
り
も
却
つ
て
幸
福
に
す
ら
坐
活
す
ろ
を
得
せ
し
め
る
0
皮 

れ
は
食
职
及
び
總
ベ
て
の
原
料
の
高
價
に
ょ
o'
て
失
ふ
以
上
に
、
總
ベ
て
の
他
の
物
品
の
價
格
減
少
に
ょ
っ
て
利
得
す
可
き
で
あ
るo 

勞
働
者Q.

狀
態
は
，
自
己
の
勞
働
の
相
對
的
價
値
，
利
满
率
、
及
び
彼
れ
が
其
の
賃
銀
を
授
費
せ
ん
と
欲
す
る
貨
物
の
生
產
に
使
川
せ 

ら
る
X
勞
働
.の
坐
產
カ
に
依
賴
す
可
き
で
あ
る
。
社
會
が
ょ
く
史
配
せ
ら
れ
、
而
し
>て
人
興
が
偷
理
的
で
あ
り
"從
順
で
あ
る
な
ら
ば
、 

社
#

の

進

步

は-^
れ

等

三

個

の

量

を

彼

れ

の

狀

態

に

有

利

な

る

態

様

に

變

ず

る

の
傾
向
を
有
す
るO

生
命
と
財
産
と
が
保
證
せ
ら
る
、 

な
ら
.ば
、刺
潤
率
は
減
少
し
、
勞
働
は
更
ら
に
坐
產
的
と
爲
り
、
而
し
て
各
人
の
勞
働
の
相
對
的
價
値
は
增
加
す
可
き
で
あ
る
。

.

笫
十
九
世
紀
：前
半
英
闕
社
會
主
義
學
說
の
對
抗
理
？

し
て
發
達
を
見
た
る
眼
界
效
用
學
說
の
先
般
. 
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潦
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•

.

'
■
リ
• *
1

ド

オ

を

以

つ

：
て

"

：
無

情'な
る
齠
歐
€ >

禮
萍
者」

；<-金
錢
に
關
す
る
利
密
の
外
'

何
物
匕
就
い
て
も
考
ふ
る
こ
と
の
な
い
希
伯
來
. 

'
カ
.
：レ.
.，1
.
ド
.：
 

一一T

學
派
.

£

開
祖」

ぷ
稱
す
‘る
.其
の
.反
對
論
者
の
所
言
は
固
ょ
け
不
當
な
る
謹
の
责
を
免
れ
ざ
る
も
の
.
で
あ
る
。
彼
％
は 

#

働
階
級
に
间
情
し
、
被
れ
等
の
.逯
上
に
於
け
る
障
碍
を
除
虫
せ
ん
と
し
た
0

彼
れ
ば
興
の
友
人
ジ』

1
ゼ

フ
•
ヒ

ュ
ー
ム(Joseph 

.
H
u
m

e
)

を
助
け
.て
.
、
.勞
働
敎
が
其
の
傭
主
.と
等
し
く
互
助
の
.
爲
め
に
結
合
す
る
の
權
利
を
擁
護
せ
し
め
たo

狗
に
彼
1

は 

一
F

\

s

 | 

十
r a
.

. ^

に
於
け
る
結
社
法
撤
廢
の
有
力
な
る
'後

援

者

で

あ

つ

；
た

.。

然

し

な

が

ら

 

> 

彼
れ
の
勞
作
の
成
果
た
る
經
濟
的
進
歩
の
i i

論
は
K

 

觀
的
な
る
も
'
の
‘
で
あ
.
っ
て
、勞
働
階
級
：の
前
途
に
濃
厚
な
る
暗
影
を
投
げ
る
。
利
櫚
率
は
賃
銀
の
下
落
と
典
に
上
騰
し
、
賃
銀
の
上
騰
と 

共
に
.
.下
落
す
る
と
做
ず
彼
れ
の
主
.
張
は
社
#

主
g

苕
に
假
す
.に
資
本
及
び
勞
働
の
必
然
的
對
立
の
論
證
を
以
つ
て
し
'
たp

 

.而
し
て
、
勞 

.働
價
似
^

は
又
、
.
.尺
資
本
±

:

^

者
に
.
§

丨
-
て
.絕
好
0

武
器
を
與
ふ
.
る
も
の
と
爲
っ
.
.た
0 

.リ
カ
.
丨
K
.
.
.ォ
.は
.蕾
だ
に
英
國
%

#

主
_
#
の
ゾ 

:■
-
な
ら
ず
、
獨
逸
社
會
主
§

衮
に
對
し
，て
も
疑
も
多
く
の
知
識
的
武
器
を
供
給
.せ
る
も
の
で
あ
つ
た
。
殊
に
彼
れ
の
價
値
學
^

ユ
カ
ー
ル
• 

T
:
ル
' 

ク
：ス
に
'
對
し
て
多
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
に
宽
つ
た
6

限
界
效
.用
學
派
は
マ
ル
ク
ス
‘主
義
者
に
對
す
る
應
酬
と
し
て
典
の
理
論
を 

發
M

せ

：
し

め

た

。

此

の

學

派

.
の
人
A
は
彼
れ
■等
に
し
て
恶
し
社
曾
主
義
容
等
が
其
の
過
激
な
る
思
想
を
支
持
す
る
が
爲
め
に
利
用
し
得 

.
ざ
ぁ
價
値
：理
論
を
發
诚
す
る
と
と
が
川
來
た
.
な
.ら
ば
、
彼
れ
等
は
社
#

主
義
的
論
據
を
說
破
し
-
現
存
經
濟
制
度
を
避
認
す
る
が
爲
め 

.に
極
め
て
有
利
な
る
立
場
，に
立
.つ
こ
と
を
得
可
き
も
の
々
思
惟
し
た
？
彼
れ
等
は
雛
が
，て

惟

り社
會
主
_

啻
に
對
す
，る
十
分
.な
る
间
答

の
み
な
ら
ず
、遍
く

一
 

切
の
經
濟
問
題
に
對
す
る
解
決
の
鍵
を
あ
ら
ゆ
る
人
が
此
の
時
に
至
る迄
等
閑
視
し
、
其
の
眞
意
義
を
捕
捉
す 

る
こ
と
を
得
な
か
つ
た
祺
純
な
る
§
實
に
於
い
て
看
出
し
た
と
思
惟
し
た
の
で
あ
る
0
ジ

ユ
ヴ
ォ
ン
ズ
の
語
を
以
つ
て
す
れ
ば
、
經
濟 

學
は
效
用
の
倏#
に
關
す
る
十
分
に
し
て
疋
確
な
る
探
究
0
上
に
恶
か
し
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
又
、
M
般Q

要
素
を
理
解
す
る 

が
爲
め
に
は
、
'吾
人
は必
然
人
間
の
欲
望
及
び
願
望
を
檢
討し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ」

と
耷
ふ
も
の

が
楚
れ
で
あ
る
。

(Jevons, 
T
h
e

 
T
h
e
o
r
y

 of 

Political 

E
c
i
m
y
,

 

2
n
d

 

ef

1
CO
7
9
, 

p. 

42. )

0

而
し
て
、
ウ
ィ
ッ
ク
ス
チ
|
ド
は
凤

,€
一
 

千
八
百
八
十
M
年
？
；父

に
於
い
て
、
ジ
エ
ヴ
ォ
ン
ズ
流
の
分
析
を
適
用
し
て
マ
ル
ク
ス
の
價
値
理
論
を
批
判
し
た
。

(『

三
田
學
會
雜
誌』

■

ナ
一
卷

證

號

所
載
拙
稿『

ヒ
リ
ッ
プ
ノ
エ
ッ
チ•
ウ
ィ
.ッ
ク
ス

チ
ー
ド
の
經
濟
學
の
常
識

』

ー
ニ
四
丨
六
两
ハ
參
服
、

然
し
な
が
ら
、
.經
濟
學
史
は
、楚
れ

ょ
り
し
て
凡
そ
半
世
紀
の
以
前
に
於
け
る
社
#
不
安
の
裡
に
發
坐
を
見
た
る
英
國
社
#
、王
義
昔
並
び
に
反
資
本
主
義
的
經
濟
論
啻
の
言

說
に
沏
戦
せ
ら
れ
て
雄
く
價
値
に
關
す
る
限
界
效
用
說
並
び
に
利
潤
及
び
賃
銀
に
關
す
る
限
银
坐
產
カ
說
の
先
蹤
を
出
し
た
こ
と
を
明

記
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
免
れ
等
の
學
說
を
信
ず
る
者
は
社
會
進
歩
に
關
し
て
、
必
然
、
リ
カ
ー
ド
オ
學
派
の
其
れ
と
は
相
異
れ
ろ
結

論
に
到
達
し
な.け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
セ
リ
グ
マ
ン
敎
授
の
語
を
借
り
て
言
へ
ば
、
英
國
は
啻
だ
に
費
用
學
說
の
み
な
ら
ず
、
又
、
限
採
效
用

說
の
鄕
土
と
も
看
做
さ
る
可
き
も
の
で
あ
つ
た
。

(
s
e
l
f

 an, 

CP. 

c
ir

p. 

363. )

o
第
二
十
世
紀
の
初
め
に
於
い
て
、
是
れ
等
閑
却

せ
ら
れ
た
經
濟
學
雰
名
が

g

び
世
に
出
で
た
こ
と
はg

太
利
學
派
並
び
に
ジ
ェ
ヴ
■

ン̂
ズQ

光
輝
を
繁
ら
し
む
る
もQ

と
言
は
な 

け
.れ
ば
な
ら
ぬ
。
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